
今
治
市
無
量
寺
の
大
般
若
経
奥
書
に
つ
い
て

川
　
岡
　
　
　
勉

國
政
和
弥

は
じ
め
に

　
大
般
若
経
は
大
般
若
波
羅
蜜
多
脳
の
略
称
で
あ
り
、
智
慧
を
意
味
す
る
「
般

若
」
、
彼
岸
に
到
達
し
た
状
態
を
意
味
す
る
「
波
羅
蜜
多
」
の
名
称
を
も
つ
仏
教

経
典
で
あ
る
。
一
世
紀
以
降
イ
ン
ド
で
成
立
し
た
幾
種
類
か
の
般
若
経
典
類
が
集

成
さ
れ
、
七
世
紀
に
玄
突
三
蔵
に
よ
り
中
国
に
も
た
ら
さ
れ
て
漢
訳
さ
れ
た
。
仏

教
の
経
典
は
三
、
四
九
三
部
、
一
三
、
五
二
〇
巻
に
及
ぶ
が
、
そ
の
中
で
漢
訳
の

大
般
若
経
は
六
〇
〇
巻
と
最
大
で
あ
り
、
大
乗
仏
教
の
最
も
基
本
的
な
思
想
を
説

い
た
経
典
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
。

　
日
本
に
大
般
若
経
が
将
来
さ
れ
た
時
期
を
正
確
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

『
続
日
本
紀
』
大
宝
三
年
（
七
〇
三
）
三
月
一
〇
日
条
に
、
大
安
寺
・
薬
師
寺
・

元
興
寺
・
弘
福
寺
の
四
寺
に
心
し
て
大
般
若
経
を
読
ま
せ
、
一
〇
〇
人
を
得
度
せ

し
め
た
と
あ
り
、
こ
れ
以
前
に
大
般
若
経
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
は

確
実
で
あ
る
。
そ
の
後
、
大
般
若
経
は
日
本
人
の
生
活
の
な
か
に
長
い
信
仰
の
歴

史
を
も
ち
な
が
ら
現
在
ま
で
至
っ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
今
治
市
（
旧
朝
倉
村
）
の
無
量
寺
に
伝
え
ら
れ
た
大
般
若
経
を
取

り
上
げ
て
、
そ
の
性
格
や
伝
来
の
経
緯
等
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
る
。
こ
れ
は

二
〇
〇
六
年
六
月
に
山
口
市
史
「
史
料
編
」
編
さ
ん
室
で
行
な
っ
た
史
料
調
査
に

参
加
し
た
両
名
（
川
岡
・
國
政
）
が
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
成
果
を
も
と
に
考
察
を

行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
の
末
尾
に
掲
載
し
た
無
量
寺
大
帝
若
鳥
奥
書
の
一

覧
表
に
は
、
中
世
・
近
世
に
お
け
る
人
々
の
活
動
や
地
域
の
あ
り
方
を
探
る
上
で

貴
重
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
内
容
を
紹
介
し
な
が

ら
、
現
在
に
ま
で
つ
な
が
る
生
活
や
信
仰
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

大
般
若
経
の
転
読
と
書
写

　
大
般
若
経
は
、
そ
の
長
さ
ゆ
え
に
、
す
べ
て
を
読
み
上
げ
る
の
で
は
な
く
転
読

（
経
典
の
題
目
と
品
名
と
訳
者
名
を
読
み
上
げ
、
さ
ら
に
そ
の
巻
の
初
め
と
中
と

終
わ
り
の
数
行
を
読
む
こ
と
）
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
西
垣
晴
次
氏
に
よ
れ
ば
、
『
続
日
本
紀
』
に
み
え
る
大
般
若
経
関
連
の
記
事
か

ら
は
、
大
般
若
経
が
転
読
さ
れ
る
場
所
の
ほ
と
ん
ど
が
宮
中
で
あ
り
、
転
読
に
参

加
す
る
僧
が
一
〇
〇
人
か
ら
七
〇
〇
人
ま
で
の
大
人
数
で
あ
る
こ
と
、
転
読
の
目

的
は
災
い
を
除
い
て
「
天
下
太
平
、
国
家
安
寧
」
を
祈
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
ユ
　

知
ら
れ
る
と
言
う
。
こ
れ
は
、
奈
良
時
代
の
大
般
若
経
に
関
わ
る
行
事
が
、
天
皇

や
国
家
と
深
く
結
び
つ
く
公
的
行
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
こ
こ
に
は
、
鎮
護

国
家
を
主
眼
と
す
る
当
時
の
仏
教
の
性
格
が
表
わ
れ
て
お
り
、
特
に
天
変
地
異
な

ど
の
除
災
に
関
わ
る
場
面
で
大
般
若
経
の
効
力
が
期
待
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
天

平
九
年
（
七
三
七
）
四
月
八
日
、
大
安
寺
に
対
し
て
恒
例
化
の
勅
許
が
出
さ
れ
て

お
り
、
八
世
紀
後
半
に
は
大
般
若
経
転
読
が
中
央
寺
院
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い

っ
た
。
宮
中
で
の
四
季
大
般
若
経
転
読
が
定
例
と
な
る
の
は
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
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二
月
二
五
日
か
ら
で
あ
る
が
、
平
安
期
を
通
じ
て
、
天
皇
家
や
藤
原
摂
関
家
な
ど

の
公
家
、
そ
し
て
寺
社
に
お
い
て
、
不
断
大
般
若
経
・
十
斎
日
大
般
若
経
の
読
経

が
年
中
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
稲
城
信
子
氏
は
、
大
般
若
経
転
読
の
主
要
な
目
的
と
し
て
、
（
一
）
国
家
安
泰
・

五
穀
曲
豆
饒
等
を
予
め
祈
る
た
め
の
祈
祷
、
（
二
）
天
災
異
変
等
が
起
こ
っ
た
時
の

除
睾
の
祈
祷
、
（
三
）
追
善
・
算
賀
の
た
め
の
祈
祷
、
（
四
）
異
国
降
伏
の
祈
祷
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
）
神
前
法
楽
の
五
つ
の
役
割
を
挙
げ
て
い
る
。
転
読
に
参
加
す
る
た
め
に
数

百
人
の
僧
侶
が
大
極
殿
な
ど
の
建
物
に
集
ま
り
、
大
般
若
経
転
読
の
声
が
一
斉
に

発
せ
ら
れ
る
。
謡
曲
『
葵
の
上
』
に
「
あ
ら
あ
ら
恐
ろ
し
の
般
若
声
や
、
こ
れ
ま

で
ぞ
、
怨
霊
こ
の
後
、
又
も
来
る
ま
じ
、
読
諦
の
声
を
聞
く
時
は
、
悪
鬼
心
を
和

ら
げ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
転
読
の
声
の
大
き
さ
が
災
厄
を
払
う
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
大
般
若
経
の
も
つ
除
災
の
機
能
に
つ
い
て
述
べ
た
五
来
重

氏
は
、
空
を
説
く
経
典
を
集
成
し
た
大
般
若
経
に
悪
霊
を
斥
け
る
呪
力
を
期
待
し

　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

た
も
の
と
説
い
て
い
る
。

　
大
般
若
経
に
関
す
る
信
仰
は
、
中
央
か
ら
地
方
へ
と
次
第
に
広
が
り
を
み
せ
て

い
く
。
石
芋
寺
（
安
養
寺
）
由
緒
書
に
よ
れ
ば
、
天
平
勝
宝
七
年
（
七
五
五
）
に

平
手
寺
（
当
時
は
安
養
寺
）
の
三
門
・
東
西
惣
門
・
章
駄
天
宮
が
建
立
さ
れ
た
時
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

そ
の
供
養
と
し
て
大
般
若
経
一
部
（
六
〇
〇
巻
）
が
寄
進
さ
れ
た
と
い
う
。
八
世

紀
末
～
九
世
紀
初
め
に
成
立
し
た
日
本
最
古
の
仏
教
説
話
集
で
あ
る
『
日
本
霊
異

記
』
に
は
、
大
般
若
経
書
写
の
た
め
人
々
か
ら
寄
附
を
求
め
て
い
た
人
物
が
、
そ

の
功
徳
に
よ
り
蘇
生
し
た
話
が
採
録
さ
れ
て
お
り
、
大
般
若
経
書
写
の
行
為
が
民

衆
の
問
に
も
浸
透
し
始
め
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
大
般
若
経
の
書
写
は
、
数
多
く
の
人
々
の
協
力
に
よ
り
一
日
で
書
写
す
る
一
日

頓
写
経
も
あ
れ
ば
、
長
い
年
月
を
か
け
て
書
写
が
な
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
一
〇
世
紀
末
、
中
国
で
大
蔵
経
の
印
刷
が
始
ま
り
日
本
に
輸
入
さ
れ
る
と
、

印
刷
さ
れ
た
中
国
版
経
が
日
本
に
お
い
て
も
絶
大
な
権
威
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、

や
が
て
日
本
で
も
南
都
や
比
叡
山
を
中
心
と
し
て
経
典
の
印
刷
が
盛
ん
に
な
っ
て

い
く
。
印
刷
技
術
の
導
入
が
大
般
若
経
に
関
す
る
信
仰
の
一
層
目
拡
大
を
も
た
ら

し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
中
世
杜
会
に
な
る
と
、
京
都
や
諸
国
に
お
い
て
大
般
若
経

を
書
写
・
奉
納
し
、
そ
れ
を
用
い
た
儀
式
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
っ
た
。
久
安

四
年
（
＝
四
八
）
、
伊
予
の
国
司
高
階
盛
章
は
【
院
（
鳥
羽
院
）
御
祈
祷
の
た

め
に
大
般
若
経
を
書
写
し
、
京
都
稲
荷
社
の
宝
前
で
供
養
す
る
般
若
会
を
毎
年
三

月
二
二
日
よ
り
三
日
間
行
な
う
こ
と
と
し
、
伊
予
郡
の
山
崎
保
保
田
三
十
五
町
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

所
当
米
を
そ
の
会
母
斑
に
充
て
る
と
定
め
て
い
る
。
こ
れ
が
も
と
に
な
っ
て
、
五

年
後
に
稲
荷
社
領
山
崎
荘
が
誕
生
す
る
の
で
あ
る
。

　
建
長
七
年
（
一
二
五
五
）
、
伊
予
国
内
の
寺
社
の
免
田
を
列
挙
し
た
史
料
に
は
、

「
大
玉
若
田
」
と
し
て
四
〇
丁
七
反
の
田
地
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
八
幡
宮
・

三
嶋
宮
・
高
賀
茂
社
・
八
幡
比
叡
社
・
三
嶋
別
宮
・
柑
子
宮
に
お
い
て
大
般
若
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

転
読
の
法
会
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
国
衙
と
関
わ
り
の
深
い
寺

社
を
中
心
と
し
て
、
大
般
若
経
転
読
の
儀
式
が
地
域
社
会
に
浸
透
し
て
い
く
も
の

と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
建
治
二
年
（
＝
一
七
六
）
八
月
に
は
、
新
居
郡
黒
島
の
西

夏
寺
に
お
い
て
蒙
古
人
治
罰
を
祈
る
祈
祷
が
行
な
わ
れ
た
際
に
大
里
心
経
の
転
読

　
　
　
　
　
　
こ

が
な
さ
れ
て
い
る
。
蒙
古
襲
来
に
伴
う
危
機
意
識
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
大
般
若

経
は
里
ハ
国
降
伏
の
効
能
を
も
つ
経
典
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
の
伊
予
岳
八
幡
宮
置
文
写
に
は
、
「
大
悟
聖
経
下
聞
事
、

亦
条
々
掟
之
事
、
大
般
若
経
之
破
損
料
足
於
請
取
申
、
不
修
者
、
不
可
下
遣
者
也
、

可
為
供
僧
計
、
総
配
分
一
位
修
理
也
」
と
あ
り
、
破
損
し
た
大
般
若
経
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

修
理
に
努
め
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
戦
国
期
に
お
い
て
も
、
大
般
若
経
転
読
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
す
　

る
史
料
は
少
な
く
な
い
。
前
述
の
石
膏
寺
（
安
養
寺
）
由
緒
書
の
裏
面
に
は
、
宝

物
の
中
に
大
般
若
経
二
部
（
六
箱
）
が
存
在
し
、
法
会
の
費
用
を
負
担
す
る
大
般

若
田
五
段
（
寺
町
名
）
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
文
明
一
三

年
（
一
四
入
一
）
の
当
寺
の
棟
札
に
も
、
衆
徒
一
二
人
が
結
超
し
て
毎
日
大
般
若
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（
1
0
）

経
の
転
読
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
見
え
る
。
大
般
若
経
の
転
読
は
中
世
伊
予
の

寺
社
に
お
け
る
重
要
な
年
中
行
事
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
　
愛
媛
県
・
今
治
地
域
の
大
般
若
経
奥
書
調
査
の
歩
み

　
明
治
＝
一
年
（
一
八
七
九
）
、
愛
媛
県
は
県
内
の
社
寺
宝
物
調
査
を
実
施
し
、

古
文
書
や
絵
画
・
縁
起
・
棟
札
な
ど
各
種
の
宝
物
の
デ
ー
タ
を
神
社
・
寺
院
か
ら

提
出
さ
せ
た
。
そ
れ
を
内
務
省
に
報
告
し
た
控
で
あ
る
「
社
寺
宝
物
古
器
物
古
文

　
　
　
（
1
1
）

書
目
録
」
は
、
郡
ご
と
に
社
寺
の
宝
物
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に

越
智
郡
す
な
わ
ち
今
治
地
域
に
お
い
て
古
い
大
般
若
経
を
所
蔵
す
る
寺
院
と
し

て
、
龍
岡
寺
村
の
龍
岡
寺
（
四
〇
〇
巻
）
、
古
谷
村
の
竹
林
寺
（
六
〇
〇
巻
）
、
下

弓
削
村
の
自
性
寺
（
六
〇
〇
本
）
、
新
谷
村
の
吉
祥
寺
（
六
〇
〇
本
）
、
畑
寺
村
の

光
林
寺
（
二
六
五
本
）
な
ど
の
名
前
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
平
泉
寺
が
来
訪
し
て
越
智

郡
の
大
般
若
経
を
調
査
し
、
重
量
村
と
桜
井
町
で
講
演
を
行
な
っ
て
い
る
。
二
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

五
年
八
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
愛
媛
県
越
智
郡
諸
寺
大
般
若
経
奥
書
調
』
と
い
う
小

冊
子
に
は
、
前
年
七
月
二
日
の
九
和
村
に
お
け
る
「
宝
積
寺
の
大
般
若
経
に
つ
い

て
」
、
七
月
五
日
の
桜
井
小
学
校
で
の
「
越
智
郡
諸
寺
の
大
般
若
経
に
つ
い
て
」

と
い
う
二
つ
の
平
泉
講
演
の
筆
記
録
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
同
じ
冊
子
に
掲
載
さ

れ
た
玉
田
栄
二
郎
「
大
般
若
経
と
私
」
と
い
う
文
章
を
あ
わ
せ
読
む
と
平
泉
の
来

訪
の
事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
皇
国
史
観
の
中
心
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
平
泉
澄
は
、
二
年
前
（
昭
和
一
二
年

夏
）
に
愛
媛
県
教
育
会
の
招
き
で
来
県
し
、
小
松
小
学
校
で
「
正
学
」
と
い
う
演

題
の
講
演
を
行
な
っ
た
。
こ
の
時
、
平
泉
は
宇
和
島
の
龍
光
院
の
大
般
若
経
を
見

た
よ
う
で
、
吉
野
朝
（
南
朝
）
の
年
号
を
も
つ
奥
書
の
存
在
に
注
目
し
て
い
る
。

彼
は
今
治
の
国
分
三
跡
も
見
学
し
、
そ
の
案
内
役
を
務
め
た
玉
田
栄
二
郎
か
ら
今

治
地
域
に
も
吉
野
朝
の
写
経
が
あ
る
と
聞
き
、
再
訪
し
て
「
伊
予
勤
王
の
歴
史
を

明
か
に
い
た
し
」
た
い
と
希
望
を
伝
え
て
い
る
。
平
泉
の
再
訪
が
実
現
し
た
の
が

同
一
四
年
の
こ
と
で
、
県
警
察
の
招
き
に
よ
り
来
県
し
た
平
泉
は
、
そ
の
機
会
に

越
智
郡
の
寺
々
に
残
さ
れ
た
大
般
若
経
を
実
見
し
、
奥
書
に
文
中
・
天
授
・
弘
和

な
ど
吉
野
朝
の
「
正
し
い
し
年
号
を
用
い
た
大
般
若
経
が
多
数
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
感
激
し
て
い
る
。
彼
は
九
和
村
と
桜
井
小
学
校
に
お
い
て
、
「
国
体
を
乱
し
た
」

「
賊
軍
」
で
あ
る
足
利
方
が
有
力
な
当
時
の
情
勢
の
申
に
あ
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
に

「
朝
廷
を
尊
び
国
体
を
弁
へ
た
者
」
が
い
た
地
域
は
全
国
に
例
が
な
く
、
「
伊
予

の
誇
」
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
調
し
、
「
山
寺
に
伝
は
る
御
経
を
見
て
斯

く
の
如
き
精
神
が
あ
っ
た
土
地
の
山
々
に
も
限
り
な
ぎ
感
懐
を
覚
え
る
」
と
述
べ

て
講
演
を
結
ぶ
の
で
あ
る
。

　
平
泉
再
訪
の
翌
年
に
刊
行
さ
れ
た
前
述
の
『
愛
媛
県
越
智
郡
諸
寺
大
般
若
経
奥

書
調
』
に
は
、
上
朝
倉
村
の
光
蔵
甘
薯
般
若
経
奥
書
、
龍
岡
村
の
龍
岡
寺
大
般
若

経
奥
書
、
九
型
村
の
宝
積
寺
大
般
若
経
奥
書
、
富
田
村
の
眞
光
寺
大
般
若
経
奥
書
、

桜
井
町
の
国
分
寺
大
釜
若
輩
奥
書
、
器
量
村
の
光
林
寺
山
般
若
面
奥
書
、
宮
浦
村

の
東
圓
坊
大
般
若
経
商
書
、
上
朝
倉
村
の
無
量
寺
大
般
若
経
奥
書
の
八
種
の
大
般

若
経
奥
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
玉
田
栄
二
郎
が
長
い
期
間
を
か
け
て
調

査
し
た
成
果
で
あ
り
、
前
年
の
平
泉
講
演
と
あ
わ
せ
て
皇
紀
二
六
〇
〇
年
を
記
念

し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
南
朝
崇
敬
の
時
流
に
の
っ
て
作
成
さ
れ
た
冊
子

で
あ
り
、
南
朝
年
号
の
奥
書
が
数
多
く
確
認
で
き
る
と
い
う
事
実
だ
け
を
こ
と
さ

ら
に
強
調
す
る
面
が
強
い
と
は
い
え
、
玉
田
の
調
査
し
た
大
般
若
経
奥
書
は
地
域

の
歴
史
や
信
仰
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
内
容
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
今
治
郷
土
史
　
資

料
編
　
古
代
・
中
世
』
に
今
治
周
辺
の
大
般
若
経
奥
書
が
収
録
さ
れ
た
。
こ
こ
に

収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
光
蔵
寺
・
龍
岡
寺
・
宝
積
寺
・
真
光
寺
・
無
量
寺
と
大

浜
八
幡
大
神
社
豆
蔵
の
六
種
の
大
般
若
経
奥
書
で
あ
る
。
最
後
の
大
浜
八
幡
の
も

の
は
現
在
は
広
島
県
御
調
郡
久
井
町
江
木
に
あ
る
稲
生
神
社
に
所
蔵
さ
れ
て
お
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り
、
昭
和
三
七
年
に
玉
浦
護
が
調
査
し
た
デ
ー
タ
を
採
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
、
前
五
種
が
玉
田
栄
二
郎
の
調
査
資
料
で
あ
り
、
昭
和
一
五
年
の
『
愛

媛
県
越
智
郡
諸
寺
大
般
若
経
奥
書
調
』
の
デ
ー
タ
を
再
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
今

治
郷
土
史
』
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
大
般
若
経
奥
書
を
調
査
す
る
こ

と
は
な
く
、
戦
前
の
玉
田
の
調
査
成
果
の
う
ち
、
国
分
寺
・
光
林
寺
・
東
圓
坊
を

除
く
大
般
若
経
奥
書
の
デ
ー
タ
が
そ
の
ま
ま
収
め
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
戦
後
に
お
い
て
は
、
『
愛
媛
県
編
年
史
』
第
三
巻
（
一
九
六
六

年
）
と
同
四
巻
（
一
九
六
七
年
）
に
越
智
郡
朝
倉
村
の
竹
林
寺
大
般
若
経
奥
書
（
応

永
三
・
四
・
五
年
、
寛
正
六
年
の
年
記
を
も
つ
）
が
掲
載
さ
れ
た
以
外
、
今
治
地

域
の
大
般
若
経
奥
書
に
関
す
る
調
査
・
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
ず
、
奥
書
に
含

ま
れ
る
曲
豆
富
な
情
報
は
十
分
に
吟
味
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い

る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
川
岡
は
『
河
野
氏
の
歴
史
と
道
後
期
築
城
』
を
執

筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
湯
築
城
周
辺
の
町
場
の
発
達
を
探
る
必
要
か
ら
宝
積
寺
大

般
若
経
奥
書
を
調
査
し
、
長
山
源
雄
の
見
解
を
批
判
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

も
部
分
的
な
言
及
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
近
年
に
な
っ
て
、
文
化
庁
や
滋
賀
県
・
奈
良
県
な
ど
で
調
査
が
進
め
ら
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
全
国
的
に
大
般
若
経
奥
書
の
研
究
が
盛
ん
に
取
り
組
ま
れ
、
そ
の
歴

史
的
価
値
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
稲
城
信
子
『
日

本
中
世
の
経
典
と
勧
進
』
は
、
奈
良
県
に
伝
わ
る
大
般
若
経
を
中
心
に
三
〇
余
年

に
わ
た
る
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
こ
の
分
野
の
基
本
的
文
献
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
な

高
く
評
価
さ
れ
る
。

　
近
県
に
所
在
す
る
大
般
若
経
に
つ
い
て
も
研
究
が
進
展
し
て
お
り
、
目
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
も
の
を
挙
げ
る
と
、
徳
島
県
の
勧
善
寺
大
般
若
経
奥
書
の
研
究
、
香
川
県
の
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
神
社
大
般
若
経
と
若
王
寺
大
般
若
経
の
研
究
、
広
島
県
の
因
島
椋
浦
観
音
堂
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
中
庄
八
幡
宮
の
所
蔵
す
る
大
般
若
経
や
楽
音
寺
井
般
若
経
に
関
す
る
研
究
、
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
県
の
旧
栄
福
寺
大
般
若
経
の
調
査
報
告
な
ど
が
あ
る
。
中
で
も
、
東
か
が
わ
市

歴
史
民
俗
資
料
館
に
よ
る
『
水
主
神
社
所
蔵
大
底
若
波
羅
密
多
経
調
査
報
告
書
』

（
二
〇
〇
五
年
）
と
『
若
王
寺
所
蔵
大
般
若
波
羅
密
多
経
調
査
報
告
書
』
（
二
〇

〇
七
年
）
は
、
と
も
に
組
織
的
に
取
り
組
ま
れ
た
大
般
若
経
調
査
の
成
果
を
ま
と

め
た
も
の
で
、
大
般
若
経
奥
書
に
含
ま
れ
る
情
報
を
丹
念
に
読
み
解
い
た
充
実
し

た
報
告
書
で
あ
る
。

　
本
県
に
所
在
す
る
大
般
若
経
に
関
し
て
は
、
比
較
的
新
し
い
研
究
成
果
と
し

て
、
山
内
譲
氏
に
よ
る
中
山
町
の
永
木
三
島
神
社
の
大
般
若
経
に
関
す
る
考
察
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
び
津
島
町
の
満
願
寺
大
般
若
経
に
関
す
る
研
究
が
あ
る
。
特
に
後
者
は
、
満
願

重
大
般
若
経
の
書
写
事
業
の
過
程
を
解
明
し
、
そ
の
事
業
に
関
わ
っ
た
人
々
を
詳

細
に
分
析
し
た
も
の
で
、
こ
の
事
業
が
在
地
領
主
に
よ
る
一
族
結
集
の
動
き
を
示

す
と
同
時
に
、
個
別
領
主
の
支
配
領
域
を
越
え
た
地
域
社
会
形
成
の
核
と
な
っ
た

こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
大
般
若
経
奥
書
の
分
析
が
地
域
史
を
解
明
す
る
上
で
重
要

な
手
が
か
り
と
な
り
う
る
こ
と
を
実
証
し
た
成
果
と
言
え
よ
う
。

　
残
念
な
が
ら
今
治
地
域
に
残
さ
れ
た
豊
富
な
大
般
若
経
奥
書
に
つ
い
て
は
、
戦

前
の
研
究
成
果
の
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
全
国
的
な
研
究

の
深
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
本
稿
は

無
量
寺
の
大
豆
聖
経
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
調
査
の
成
果
を
可
能
な

限
り
提
示
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

三
　
無
量
寺
と
無
量
寺
大
般
若
経

　
無
量
寺
は
越
智
郡
の
旧
朝
倉
村
朝
倉
上
に
所
在
す
る
真
言
宗
寺
院
（
醍
醐
寺

派
）
で
あ
る
。
当
寺
に
伝
わ
る
「
無
量
寺
縁
起
」
（
由
来
旧
記
）
に
よ
る
と
、
白

鳳
時
代
の
開
創
と
さ
れ
、
豊
明
天
皇
が
当
地
に
下
向
し
て
朝
倉
の
郷
に
約
三
ヶ
月

逗
留
し
た
際
に
、
天
皇
に
随
行
し
て
い
た
僧
無
量
（
京
の
僧
大
盛
の
弟
子
）
が
、

露
地
の
地
を
散
策
中
に
五
葉
の
峯
に
紫
雲
た
な
び
く
の
を
見
て
こ
の
土
地
こ
そ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

寺
を
建
立
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
無
量
を
開
祖

と
し
、
本
尊
阿
弥
陀
如
来
を
安
置
し
て
当
寺
が
建
立
さ
れ
た
。
山
号
を
朝
倉
両
足
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無量寺本堂経櫃

山
天
皇
院
無
量
寺
、
ま
た

は
安
養
院
無
量
寺
と
い

い
、
開
創
当
時
は
三
論
宗

で
あ
っ
た
が
、
後
に
真
言

宗
に
改
宗
し
た
と
い
う
。

近
く
に
あ
る
矢
矧
神
社
の

別
当
寺
で
も
あ
っ
た
。

　
時
代
が
下
っ
て
天
正
年

間
（
一
五
七
三
～
九
二
）

の
初
め
、
時
の
住
職
宥
実

は
竜
門
山
城
主
武
田
信
勝

の
減
号
を
得
て
、
寺
を
浅

地
よ
り
現
在
地
に
移
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
宥
実
は

無
量
寺
中
興
の
祖
と
い
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
宥
実

は
、
天
正
一
〇
年
（
一
五

八
二
）
、
竜
門
山
城
が
落

城
し
て
城
主
武
田
信
勝
が

討
死
し
た
際
、
そ
の
子
富

若
丸
（
当
時
一
六
歳
）
を

寺
に
隠
潜
さ
せ
、
一
〇
年

間
養
育
し
、
後
に
天
領
の

大
荘
屋
の
役
に
就
か
せ
た

と
言
う
。
代
々
の
弊
屋
の

記
録
は
、
「
無
量
寺
文
書
」

ま
た
は
「
武
田
家
文
書
」

と
し
て
無
量
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
無
量
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
大
般
若
経
は
、
↓
○
○
帖
ず
つ
収
め
る
六
つ
の
木
製
の

経
櫃
に
入
っ
て
い
る
。
中
世
に
は
櫃
が
様
々
な
用
途
に
広
く
使
用
さ
れ
、
近
世
に

な
っ
て
箪
笥
や
戸
棚
な
ど
が
登
場
す
る
ま
で
、
経
典
・
文
書
・
武
具
・
食
糧
品
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
品
物
が
櫃
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。
櫃
に
は
大
別
す
る
と
足
付
き
の

唐
櫃
と
足
の
な
い
和
櫃
が
あ
る
が
、
無
量
寺
の
経
櫃
は
唐
櫃
で
あ
り
、
櫃
の
前
と

後
に
各
二
脚
、
左
右
に
各
一
脚
の
合
計
六
脚
の
足
が
つ
い
て
い
る
。
大
き
さ
は
、

本
体
が
縦
三
二
・
七
㎝
、
横
四
六
・
五
㎝
、
高
さ
四
二
・
○
㎝
で
、
板
の
厚
さ
は

一
・
○
㎝
で
あ
る
。
経
櫃
に
は
厚
さ
一
・
○
㎝
の
板
で
作
ら
れ
た
蓋
が
か
ぶ
せ
ら

れ
て
お
り
、
蓋
の
大
き
さ
は
縦
三
五
・
○
㎝
、
横
四
九
・
○
㎝
、
高
さ
八
二
二
㎝

で
あ
る
。
蓋
の
裏
に
は
「
別
當
　
無
隠
里
寺
」
と
い
う
墨
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
六

五
の
足
の
高
さ
は
三
九
・
二
㎝
で
、
足
の
幅
は
上
部
が
二
・
○
㎝
、
下
部
が
五
・

七
㎝
と
下
方
で
広
が
っ
て
経
櫃
を
支
え
て
い
る
。
製
作
時
期
は
明
ら
か
に
で
き
な

い
も
の
の
、
こ
の
経
櫃
自
体
が
貴
重
な
歴
史
遺
産
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

嬢
繍
．
築

憲
職
曜

癬
…

翻舞
熱
欝
識

闇闇

驚
響

曙
酬
・

糠、

糠
繍
欝
騒
騒
灘
難
蕪
灘
懸
盤
鐸
裁
覆

経秩に収められた大般若経
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無
量
寺
の
経
櫃
の
中
に
は
、
経
帳
と
呼
ば
れ
る
木
製
の
箱
が
入
っ
て
お
り
、
一

つ
の
経
櫃
に
は
一
〇
合
の
経
秩
が
内
蔵
さ
れ
、
一
合
の
経
秩
に
一
〇
帖
の
大
般
若

経
を
収
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
経
秩
の
大
き
さ
は
、
縦
二
九
・
七
㎝
、
横
二

一
・
二
㎝
、
高
さ
七
・
八
㎝
で
、
板
の
厚
さ
は
○
・
七
㎝
で
あ
る
。
経
秩
の
底
に

は
長
方
形
（
縦
一
三
・
五
㎝
、
横
三
・
五
㎝
）
の
穴
が
あ
い
て
お
り
、
経
典
を
出

し
入
れ
し
ゃ
す
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
経
秩
の
前
面
に
「
秋
穂
庄

八
幡
宮
」
の
墨
書
が
残
さ
れ
、
背
面
に
は
「
二
百
内
四
之
秩
」
な
ど
そ
の
寺
子
に

収
め
ら
れ
て
い
る
一
〇
帖
の
巻
数
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
無
量
寺
の
大
般
若
経
は
六
〇
〇
巻
全
て
が
揃
っ
て
は
お
ら
ず
、
八
帖
（
巻
一
六
・

三
四
・
三
六
・
四
八
三
・
四
八
四
・
五
一
四
・
五
一
五
・
五
七
八
）
が
欠
落
す
る

一
方
、
巻
五
八
一
は
二
帖
存
在
し
、
さ
し
ひ
き
五
九
三
帖
が
現
存
し
て
い
る
。
一

部
、
虫
食
い
に
よ
っ
て
文
字
が
見
え
に
く
い
も
の
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
保
存

状
態
が
よ
い
。
す
べ
て
印
刷
さ
れ
た
版
経
で
あ
り
、
折
本
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。

折
本
の
縦
の
長
さ
は
二
六
・
七
㎝
、
幅
九
・
五
㎝
、
厚
さ
一
・
四
㎝
で
あ
り
、
表

紙
に
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
趣
　
二
百
七
十
六
」
な
ど
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
述
の
『
愛
媛
県
越

　
局

留
峯

欝欝
　醤蝋　・・　鋤贈晦撚　瀬

大般若経の巻一と巻六百

三

智
郡
諸
寺
大
般
若
経
奥

書
調
』
は
、
無
量
四
大

般
若
経
で
は
四
八
帖
に

奥
書
が
存
在
す
る
こ
と

を
記
す
が
、
こ
の
う
ち

一
七
帖
の
奥
書
に
つ
い

て
は
「
此
経
者
云
々

…
」
と
表
記
さ
れ
て
、

内
容
を
省
略
し
た
記
載

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

デ
ー
タ
を
再
録
し
た

『
今
治
郷
土
史
　
資
料
編
　
古
代
・
中
世
』
に
あ
っ
て
は
、
内
容
を
省
略
し
た
一

七
帖
の
奥
書
を
初
め
か
ら
掲
載
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
奥
書
が
存
在
す
る
の
は

三
一
帖
で
あ
る
か
の
よ
う
に
み
な
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
強
い
。

　
今
回
行
な
っ
た
調
査
に
お
い
て
は
、
奥
書
が
存
在
す
る
の
は
四
八
帖
に
と
ど
ま

ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
巻
に
奥
書
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

現
存
す
る
五
九
三
帖
の
う
ち
で
、
奥
書
が
存
在
し
な
い
の
は
、
巻
葉
・
三
二
・
三

五
・
七
八
・
八
○
・
八
五
・
九
〇
・
九
五
・
九
九
・
一
〇
一
・
一
一
〇
・
一
一

二
・
一
三
五
・
＝
二
八
・
＝
二
九
・
一
四
〇
・
一
四
七
・
一
七
六
・
一
八
五
・
二

〇
二
・
二
〇
三
・
二
〇
五
・
二
三
四
・
二
三
八
・
二
六
〇
・
二
七
六
・
二
八
一
・

二
八
六
・
二
九
二
・
三
〇
六
二
一
二
〇
・
三
一
二
・
三
二
六
・
三
四
〇
・
三
四

八
二
二
五
四
・
三
五
五
・
三
五
六
・
三
九
〇
・
三
九
】
・
四
〇
〇
・
四
九
七
・
五

〇
六
・
五
一
一
・
五
一
二
・
五
一
九
・
五
二
五
・
五
七
四
・
五
七
五
・
五
八
二
・

六
〇
〇
の
五
一
帖
で
あ
り
、
残
り
の
五
四
二
帖
に
は
奥
書
が
存
在
す
る
。
し
か
も
、

奥
書
の
な
い
巻
一
三
五
・
一
三
八
・
＝
二
九
・
一
四
〇
・
二
〇
二
・
二
〇
三
・
二

〇
五
の
七
帖
に
も
、
巻
首
に
「
施
主
道
助
」
や
「
施
入
道
助
之
」
の
文
字
が
あ
り
、

何
ら
書
き
込
み
の
な
い
大
般
若
経
は
四
四
帖
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
『
愛

媛
県
越
智
郡
諸
寺
大
般
若
経
奥
書
調
』
や
『
今
治
郷
土
史
　
資
料
編
　
古
代
・
中

世
』
で
紹
介
さ
れ
て
き
た
の
は
、
奥
書
全
体
の
一
部
に
す
ぎ
ず
、
特
徴
的
な
内
容

を
も
つ
奥
書
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
無
量
荘
重
般
若
経
の
奥
書
の
デ
ー
タ
を
本
稿
末
尾
の
一
覧
表
に
掲
げ
て
い
る
。

こ
の
一
覧
表
を
も
と
に
、
こ
の
大
般
若
経
が
い
つ
、
誰
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な

事
情
で
思
入
さ
れ
た
の
か
、
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

四
　
大
般
若
経
の
施
入
時
期
と
施
入
者

　
無
量
寺
大
般
若
経
の
奥
書
に
記
さ
れ
た
年
代
は
、
応
永
三
二
年
（
一
四
二
五
）

五
月
日
あ
る
い
は
応
永
三
二
年
五
月
二
二
日
の
日
付
を
も
つ
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
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今治市無量寺の大般若経奥書について川岡勉・國政和弥

あ
る
。
巻
三
三
〇
の
奥
書
に
は
、
「
応
永
計
二
年
五
月
日
　
捨
置
於
長
門
書
捨
積

庵
　
願
主
道
助
」
と
あ
り
、
こ
の
と
き
道
助
と
い
う
人
物
が
こ
の
大
般
若
経
を
長

府
の
宝
積
庵
に
納
め
た
こ
と
が
分
か
る
。
応
永
三
二
年
置
干
支
は
乙
巳
で
あ
る
か

ら
、
「
応
永
乙
巳
五
月
念
二
日
」
と
記
し
た
巻
も
あ
る
。
「
五
月
念
二
日
」
と
か
「
五

月
念
有
二
日
」
と
い
う
の
は
、
五
月
二
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。
例
外
は
巻
↓
三
七

の
奥
書
の
「
応
永
計
二
五
月
廿
六
日
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
巻
首
に
記
さ
れ
た
「
施

主
道
助
」
の
文
字
と
筆
跡
が
異
な
る
か
ら
、
後
で
追
記
さ
れ
た
奥
書
の
可
能
性
が

あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
大
般
若
経
は
応
永
三
二
年
五
月
に
宝
積
庵
に
納

め
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
大
般
若
経
奥
書
の
多
く
に
見
え
る
「
道
助
」
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
探
る

と
、
巻
七
の
奥
書
に
「
沙
弥
道
助
」
と
い
う
表
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
助
は
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
彼
に
は
「
願
主
」
「
大

　
　
　
幽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
呪
・

£
　
　
　
　
　
蝿

館
田
糞
蕃
嚢
馨
馨
無

　
　
　
　
　
　
　
　
喪
豪
三
彩

　
　
　
　
　
　
　
　
量
萎
蕊
肇
擁

綾
錦
葉
越
難
隷

魯
斐
菱
　
　
‘
，

・
叢
三
一
彩
窟
銀
変

　
　
　
’
主
要
婁
線
小
8
轟
幣
毒
栴
塗

　
　
爽
哩
，
嵐
猛
そ
本
奄
捜
祭
轟
溢
》
降

・潅

|
回
忌
擁
暴
壌
凌
粥
蝦
無

夢
寒
鷹
釈
爵
一
二
啄
一

笑
霧
董

　
　
盗
臨

　ag，｛e繕灘　　欝転　　　WUtgeq

大般若経巻六七の奥書

願
主
」
と
か
「
施
主
」
「
大

施
主
」
「
聖
主
」
「
檀
那
」

な
ど
の
肩
書
が
付
さ
れ
て

い
る
。
津
島
町
満
願
寺
の

大
般
若
経
な
ど
で
は
、
大

願
主
と
施
主
・
檀
那
は
区

別
さ
れ
て
お
り
、
大
願
主

が
書
写
事
業
全
体
を
統
括

し
た
満
願
寺
の
住
職
で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
の
に
対

し
、
施
主
・
檀
那
は
事
業

を
経
済
的
に
支
援
し
た
地

域
の
有
力
者
で
あ
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
お
　

考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
書
写
を
担
当
し
た
人
々
を
含
め
る
と
、
書
写
事
業
に
関
わ
っ
た
人
々
は
総
勢
四

四
名
に
及
ぶ
と
言
う
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
無
量
二
大
般
若
経
の
場
合
は
、
写
経
で
は
な
く
版
経
で
あ
り
、

地
域
の
人
々
の
手
で
書
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
後
世
に
加
筆
さ
れ

た
部
分
を
除
け
ば
、
奥
書
な
ど
の
中
に
道
助
以
外
の
人
物
名
や
道
助
の
協
力
者
の

名
前
は
認
め
ら
れ
な
い
。
現
存
す
る
五
九
三
帖
の
う
ち
、
奥
書
や
巻
首
に
「
道
助
」

の
名
が
確
認
で
き
る
の
は
五
三
一
帖
に
及
ん
で
お
り
、
こ
の
大
般
若
経
は
道
助
が

ほ
ぼ
独
力
で
施
入
し
た
と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。
道
助
は
「
願
主
」
と
し
て

大
般
若
経
の
寄
進
を
発
願
し
た
人
物
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
施
主
」
「
檀
那
」
と
し

て
自
ら
費
用
を
負
担
し
う
る
経
済
力
を
も
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
彼
が
こ
の
版
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

を
一
括
し
て
購
入
し
宝
積
庵
に
寄
進
し
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
但

し
、
奥
書
の
筆
跡
や
「
道
助
」
に
関
す
る
記
載
事
項
は
同
一
で
は
な
く
、
奥
書
は

複
数
の
人
間
の
手
で
書
き
込
ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
道
助
に
統
括
さ
れ
た
人
々

が
、
彼
の
大
般
若
経
の
施
入
を
支
え
て
活
動
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
道
助
が
こ
の
大
般
若
経
を
納
め
た
の
は
長
府
の
宝
積
庵
で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
、
各
巻
の
巻
首
や
天
部
に
「
長
州
府
宝
積
禅
庵
」
「
長
門
州
府
中

宝
積
禅
庵
公
用
」
「
長
門
州
府
中
宝
積
禅
庵
常
住
」
「
長
州
府
北
濱
宝
積
禅
庵
常

住
」
な
ど
と
書
か
れ
た
墨
書
が
多
数
認
め
ら
れ
る
。
無
量
寺
に
来
る
以
前
、
こ
の

大
般
若
経
は
山
口
県
長
府
の
北
濱
と
い
う
地
に
所
在
し
た
宝
積
庵
（
宝
積
寺
）
の

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
巻
二
二
二
の
奥
書
に
「
右
於
二
宮
御
前
以
正
本

属
島
了
」
、
巻
三
五
二
・
四
一
〇
の
奥
書
に
も
「
於
二
宮
御
宝
前
以
正
本
校
行
了
」

と
あ
る
の
は
、
こ
の
大
般
若
経
を
長
門
国
二
宮
（
忌
宮
社
）
に
あ
る
大
般
若
経
と

突
き
合
わ
せ
て
校
合
を
行
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
大
般
若
経
奥
書
に
は
、
「
此
経
者
、
檀
那
之
子
孫
世
世
三
三
領
主
故
、
挙

措
不
存
有
司
也
」
と
記
さ
れ
た
も
の
が
数
多
く
存
在
す
る
。
こ
れ
は
こ
の
経
典
を

納
め
た
目
的
が
何
よ
り
も
檀
那
（
道
助
）
の
子
孫
繁
栄
を
祈
願
す
る
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
さ
ら
に
、
巻
六
七
の
奥
書
に
「
右
意
趣
者
、
為
天
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今治市無量寺の大般若経奥書について川岡勉・國政和弥

下
泰
平
・
国
±
安
穏
、
殊
更
信
心
大
施
主
息
災
延
命
、
子
孫
繁
昌
、
心
中
願
望
皆

悉
成
就
、
井
本
庵
僧
衆
法
道
興
隆
、
食
輪
馬
首
、
尊
報
四
恩
、
下
資
三
有
者
也
」

と
記
さ
れ
、
巻
九
一
の
奥
書
に
「
意
志
趣
者
、
為
天
地
長
久
・
国
民
安
泰
、
殊
者

信
心
大
願
主
福
寿
増
生
、
家
門
繁
昌
、
更
翼
合
評
清
衆
法
道
堅
固
、
二
輪
不
退
、

乃
至
法
界
平
等
有
益
者
也
」
、
巻
四
〇
七
の
奥
書
に
は
「
右
意
趣
者
、
為
天
下
太

平
・
国
家
豊
饒
、
殊
者
信
心
施
主
子
孫
繁
昌
、
福
寿
増
長
、
井
当
言
法
道
興
隆
、

二
輪
玉
転
、
吉
祥
如
意
、
皆
令
満
足
者
也
」
と
あ
る
。
大
般
若
経
奉
納
の
ね
ら
い

は
、
天
下
泰
平
（
天
地
長
久
）
や
国
土
安
穏
（
国
民
安
泰
・
国
家
豊
饒
）
を
祈
る

と
い
う
一
般
的
な
目
的
に
と
ど
ま
ら
ず
、
信
心
の
深
い
大
施
主
（
大
願
主
）
の
幸

福
や
子
孫
繁
昌
を
祈
る
こ
と
、
そ
し
て
極
信
（
当
庵
）
の
僧
衆
に
よ
る
仏
法
興
隆

を
は
か
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
巻
二
四
九
の
奥
書
に
も
「
右
伏
願
、
依
此

威
徳
、
信
心
大
士
主
面
酉
本
命
元
辰
、
福
寿
増
長
、
井
本
庵
比
丘
法
道
堅
固
、
食

輪
常
転
、
上
報
四
恩
、
下
資
三
有
、
法
界
群
生
、
同
円
種
智
」
と
記
さ
れ
、
大
施

主
の
幸
福
と
本
庵
の
比
丘
（
僧
侶
）
に
よ
る
仏
法
が
堅
固
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
巻
五
三
〇
に
「
暴
富
比
丘
衆
」
、
巻
五
四
一
に
も
「
本
庵
歯
面
」
と

い
う
言
葉
が
見
え
る
が
、
本
庵
・
当
庵
と
い
う
の
が
宝
積
畳
を
指
す
こ
と
は
恐
ら

く
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
現
在
、
山
口
県
の
長
府
に
は
北
濱
と
い
う
地
名
も
宝
積
庵
・
宝
積
寺
と
い
う
名

前
の
寺
院
も
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
御
薗
生
翁
甫
『
防
長
地
名
淵
鑑
』
に
は
「
北

濱
は
今
長
府
町
の
先
八
幡
前
八
幡
を
云
ふ
」
と
あ
り
、
今
川
了
俊
の
『
道
ゆ
き
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

り
』
に
も
「
北
は
ま
」
の
地
名
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
道
ゆ
き
ふ
り
』

の
記
述
は
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
に
了
俊
が
長
門
国
府
を
訪
れ
た
と
き
の
も
の

で
、
「
松
原
を
は
る
か
に
行
過
て
長
門
国
府
に
な
り
ぬ
、
北
は
ま
と
て
東
南
に
む

き
て
家
居
あ
り
、
こ
の
さ
と
一
む
ら
す
ぎ
て
神
功
皇
后
宮
の
御
社
の
前
に
出
た

り
」
と
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
北
濱
の
里
は
東
南
に
向
い
て
家
が
立
ち
並
ぶ
集

落
で
、
こ
れ
を
通
り
過
ぎ
る
と
二
宮
の
前
に
出
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

記
述
か
ら
み
て
、
北
面
は
現
在
の
長
府
前
八
幡
町
の
辺
り
で
あ
り
、
経
秩
の
前
面

に
残
さ
れ
た
「
秋
穂
庄
八
幡
宮
」
と
い
う
墨
書
は
こ
の
こ
と
と
符
合
し
て
い
る
。

か
つ
て
、
こ
の
場
所
に
八
幡
宮
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
長
府
博
物
館
所
蔵
の
「
長
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

町
並
」
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
防
長
地
名
淵
鑑
』
は
、
宝
積
庵
を

こ
の
八
幡
宮
の
岩
峰
で
あ
り
、
初
め
真
言
宗
で
後
に
禅
宗
に
転
じ
た
も
の
と
推
定

し
て
い
る
。

　
や
は
り
『
防
長
地
名
淵
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
宝
積
寺
（
庵
）
は
後
に
金
屋
町
字
法

面
の
地
に
移
り
、
さ
ら
に
後
に
衰
退
し
て
い
た
の
を
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
二

月
一
五
日
に
金
屋
町
煮
浸
に
お
い
て
再
興
し
、
浄
土
宗
に
改
め
て
宝
積
山
長
徳
寺

と
号
し
、
金
屋
町
願
海
山
不
退
院
大
乗
寺
の
末
寺
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、

大
乗
寺
に
保
管
さ
れ
た
宝
積
庵
旧
事
の
文
書
の
写
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文

書
は
文
安
五
年
（
一
四
四
八
）
六
月
一
日
、
左
馬
允
某
が
当
庵
住
持
禅
師
に
宛
て

て
当
知
行
の
寺
領
を
安
堵
し
た
も
の
で
、
当
面
に
は
応
永
三
一
年
（
一
四
二
四
）

一
二
月
の
弥
九
郎
寄
進
状
、
同
月
の
勝
間
田
盛
実
寄
附
状
、
永
享
四
年
（
一
四
二

二
）
八
月
の
円
山
道
源
の
文
書
な
ど
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
う
る
。
勝

越
酒
盛
実
は
応
永
年
間
に
長
門
国
小
守
護
代
を
務
め
て
お
り
、
円
山
道
源
は
永
享

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

年
間
に
同
じ
く
長
門
国
小
守
護
代
を
務
め
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
安
堵
状
を

発
給
し
た
左
馬
允
も
、
長
門
国
小
守
護
代
を
務
め
た
南
野
左
馬
允
盛
時
を
指
す
と

み
て
恐
ら
く
間
違
い
な
く
、
彼
は
文
安
四
年
九
月
二
四
日
に
長
府
に
入
部
し
て
い

る
。
一
五
世
紀
前
半
の
宝
積
庵
は
、
歴
代
の
長
門
国
小
守
護
代
か
ら
寺
領
の
寄
進

や
安
堵
を
う
け
て
長
府
住
民
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
無
量
増
大
般
若
経
奥
書
に
よ
れ
ば
、
道
助
が
大
般
若
経
を
納
め
た
主
た
る
目
的

は
、
大
施
主
（
大
願
主
）
の
幸
福
と
子
孫
繁
昌
、
そ
し
て
宝
積
雨
の
仏
法
興
隆
を

は
か
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
こ
こ
に
見
え
る
大
施
主
（
大
願
主
）
は
道
助
自
身
を

指
す
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
『
防
長
地
名
淵
鑑
』
は
「
檀
那
道
助
と
あ
る
は
、

大
内
義
弘
の
幕
僚
平
井
備
前
入
道
道
助
な
る
べ
し
」
と
論
じ
、
堺
で
挙
兵
し
た
義

弘
が
応
永
の
乱
で
敗
死
し
た
後
、
帰
国
し
た
道
助
は
こ
の
頃
に
は
長
府
に
居
住
し

て
い
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。
平
井
道
助
と
い
え
ば
、
大
内
義
弘
の
重
臣
と
し
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て
戦
功
を
挙
げ
、
応
永
の
乱
に
あ
た
っ
て
堺
に
築
城
し
て
守
る
こ
と
を
義
弘
に
進

言
し
、
落
城
の
際
に
は
義
弘
の
弟
弘
茂
を
投
降
さ
せ
て
大
内
氏
の
名
跡
を
継
が
せ

た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
後
の
道
助
の
消
息
は
定
か
で
な
い
が
、
『
防
長
地
名
淵
鑑
』

は
、
こ
の
大
般
若
経
奥
書
に
よ
り
、
正
平
二
四
年
（
＝
二
六
九
）
三
酉
年
に
生
ま

れ
た
道
助
が
、
応
永
三
二
年
（
当
時
五
七
歳
）
に
は
長
府
に
居
住
し
て
い
た
こ
と

が
判
明
す
る
と
説
く
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
無
量
寺
大
聖
若
経
奥
書
の
「
道
助
」
を
大
内
氏
の
重
臣
平
井
道
助

そ
の
人
と
結
び
つ
け
る
確
実
な
証
拠
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
晩
年
の
道
助
が

大
内
氏
分
国
の
中
核
都
市
の
一
つ
で
あ
る
長
府
に
居
住
し
、
長
門
国
小
守
護
代
か

ら
保
護
を
う
け
て
い
た
宝
亭
亭
に
大
般
若
経
を
納
め
た
と
す
る
可
能
性
は
否
定
で

き
な
い
。
「
願
主
」
と
し
て
大
般
若
経
の
寄
進
を
発
願
し
、
「
施
主
」
「
檀
那
」
と

し
て
自
ら
費
用
を
負
担
し
う
る
経
済
力
を
も
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
な
ど
、
こ
の

大
般
若
経
を
道
助
が
独
力
で
施
怪
し
た
と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
い
る
こ
と
も
、
平

井
道
助
に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
と
言
っ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
但
し
、
こ
の
大
般
若
経
奥
書
に
は
周
防
・
長
門
の
守
護
で
あ
る
大
内
氏
の
影
は

認
め
ら
れ
な
い
。
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
所
願
の
内
容
は
大
施
主
（
大

願
主
・
檀
那
）
た
る
道
助
の
幸
福
と
子
孫
繁
昌
、
そ
し
て
宝
積
庵
の
仏
法
興
隆
を

は
か
る
と
こ
ろ
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
応
永
の
乱
以
後
の
道
助
の
置
か

れ
た
微
妙
な
立
場
が
反
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
自
ら
が
大
内
氏
の
名
跡

を
継
が
せ
た
弘
茂
が
盛
冬
と
の
争
い
に
敗
れ
て
長
府
の
下
山
城
（
盛
山
城
）
で
討

死
す
る
の
は
応
永
八
年
（
一
四
〇
一
）
一
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
弘
茂
が
敗
死
し

た
後
、
道
助
は
所
領
を
召
し
上
げ
ら
れ
、
も
っ
ぱ
ら
文
芸
（
連
歌
）
の
道
を
歩
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
7
）

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
盛
見
が
当
主
と
な
り
室
町
幕
府
－
守
護
体
制
の
も
と
で

確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
い
く
中
で
、
も
は
や
大
内
氏
権
力
に
お
い
て
平
井
道
助

の
居
場
所
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宝
積
上
の
あ
っ
た
北
濱
は
下
山
城
と
近

接
す
る
位
置
に
あ
る
。
道
助
は
弘
茂
の
死
去
し
た
場
所
の
近
く
で
、
大
内
氏
と
は

無
関
係
な
生
涯
を
送
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
応
永
三
二
年
五
月
、
道
助

は
自
ら
と
子
孫
の
繁
栄
、
そ
し
て
仏
法
興
隆
を
祈
願
し
て
、

六
〇
〇
巻
を
納
め
た
の
で
あ
る
。

五
　
朝
倉
無
量
寺
へ
の
大
般
若
経
の
伝
来

宝
積
庵
に
大
般
若
経

　
大
般
若
経
は
寺
社
の
盛
衰
や
社
会
情
勢
の
変
動
な
ど
に
伴
っ
て
、
所
蔵
先
が
変

わ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
六
〇
〇
呈
す
べ
て
が
他
所
か
ら
移
動
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
し
、
欠
け
た
巻
が
他
所
か
ら
補
充
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
長
府
の
宝
積
庵
に

納
め
ら
れ
た
大
般
若
経
は
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
海
を
渡
り
、
伊
予
国
越
智
郡

朝
倉
の
無
量
寺
の
所
蔵
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
無
量
寺
大
般
若
経
の
巻
八
三
の
奥
書
に
は
「
天
正
八
壬
午
季
購
買
申
也
　
松
生

山
宝
蔵
寺
　
其
時
昌
孝
住
持
也
」
と
あ
り
、
巻
四
〇
六
の
奥
書
で
は
「
此
経
買
求

衆
父
正
拾
壬
午
卯
月
初
吉
祥
日
住
持
孝
昌
侍
者
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
壬
午
と
あ

る
こ
と
か
ら
み
て
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
が
、
御
薗
生

翁
甫
『
防
長
地
名
淵
底
』
は
長
府
の
宝
積
庵
は
零
落
し
て
天
正
一
〇
年
に
大
般
若

経
を
伊
予
国
越
智
郡
九
和
村
の
杉
生
山
宝
蔵
寺
に
売
却
し
た
と
推
定
し
て
い
る
。

そ
し
て
後
に
煙
毒
は
、
宝
蔵
寺
か
ら
み
て
八
キ
ロ
余
り
南
東
に
位
置
す
る
朝
倉
の

無
量
寺
に
移
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。

　
宝
蔵
寺
は
越
智
郡
の
旧
玉
川
町
桂
の
元
村
に
あ
る
曹
洞
宗
の
寺
院
で
あ
り
、
四

国
に
は
作
例
が
少
な
い
嵯
峨
清
涼
寺
式
の
釈
迦
像
を
所
蔵
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
る
。
も
と
は
釈
迦
山
の
山
上
に
あ
っ
た
と
さ
れ
、
釈
迦
山
一
帯
を
聖
域
と
し
て

い
た
と
い
う
。
建
長
七
年
（
＝
一
五
五
）
十
月
の
「
伊
予
国
神
社
仏
閣
等
免
田
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

進
面
割
」
に
二
反
の
治
田
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
伊
予
国
衙
と
関
係
の
深
い
寺
院

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
平
安
期
に
播
磨
の
書
写
山
円
教
寺
を
創
建
し
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
性
空
が
伊
予
に
下
っ
た
折
に
伊
予
介
薬
量
傳
の
も
と
で
仏
法
興
隆
を
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ソ

つ
た
の
も
宝
蔵
寺
に
お
い
て
で
あ
っ
た
と
い
う
。
な
お
、
『
防
長
地
名
淵
鑑
』
は

山
号
を
杉
生
山
と
し
て
い
る
が
、
宝
蔵
寺
の
山
号
は
松
生
山
が
正
し
く
、
大
般
若
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今治市無量寺の大般若経奥書について川岡勉・國政和弥

経
巻
八
三
の
奥
書
の
文
字
を
「
杉
生
山
」
と
読
み
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
戦
国
期
に
宝
蔵
寺
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
の
大
型
若
苗
が
、
い
つ
朝
倉
の
無
量
寺

の
所
有
に
帰
し
た
か
を
確
定
す
る
手
が
か
り
は
残
念
な
が
ら
見
当
た
ら
な
い
。
大

般
若
経
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
巻
一
五
〇
に
「
光
林
寺
門
徒
無
量
寺
御
平
也
」
、
巻

一
九
七
に
「
今
ハ
無
量
寺
」
、
巻
一
九
八
に
「
今
無
量
寺
之
経
」
、
巻
二
七
二
に
「
右

此
経
無
量
寺
光
物
也
」
、
無
二
七
三
に
「
豫
陽
朝
倉
邑
両
足
山
無
量
寺
常
住
」
と

書
か
れ
て
お
り
、
い
つ
し
か
無
量
寺
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
う
る
の

み
で
あ
る
。

　
但
し
、
こ
の
大
般
若
経
奥
書
に
は
今
治
地
域
の
本
末
関
係
を
考
え
る
上
で
興
味

深
い
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
前
述
の
巻
一
五
〇
に
「
光
林
寺
門
徒
無
量
寺
」
と

記
さ
れ
て
い
る
が
、
巻
二
七
二
の
奥
書
に
は
「
三
者
護
持
院
門
徒
之
事
、
朝
倉
郷
・

高
市
郷
・
拝
志
郷
真
言
家
墨
衣
着
仕
僧
、
護
持
院
為
末
寺
謹
拠
、
御
本
寺
在
是
、

其
上
拝
志
望
上
恩
濡
事
、
従
先
規
護
持
院
門
徒
也
、
同
朝
倉
郷
吉
積
寺
⊥
局
市
歓

喜
寺
・
竹
林
寺
、
此
寺
無
論
傳
故
、
光
林
寺
出
本
有
要
事
、
所
詮
二
軍
」
と
あ
り
、

護
持
院
が
越
智
郡
の
朝
倉
郷
・
高
市
郷
・
拝
近
郷
に
門
徒
を
有
し
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
一
方
、
朝
倉
郷
の
真
言
宗
寺
院
が
光
林
寺
に
出
仕
し
て
い
た
こ
と
が
書

か
れ
て
い
る
。
巻
五
三
三
に
「
護
持
院
法
務
法
印
照
俊
法
流
弟
分
五
十
九
人
宥
之

畢
」
、
巻
五
四
一
に
「
護
持
院
門
徒
風
早
之
郡
・
鴨
部
郡
・
拝
志
之
郡
・
朝
倉
之

郡
、
何
茂
真
言
宗
衣
ヲ
か
け
候
者
、
護
持
院
之
門
徒
也
、
霊
前
新
居
郡
も
護
持
院

門
徒
也
」
と
あ
り
、
護
持
院
は
風
早
郡
か
ら
新
居
郡
に
至
る
ま
で
朝
倉
を
含
む
広

い
範
囲
の
真
言
宗
寺
院
を
門
徒
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
巻
五
五
六
に
は
「
護

持
院
・
遍
照
院
両
院
本
末
出
入
有
、
元
和
九
年
ヨ
リ
出
入
有
之
、
干
時
寛
十
二
年

乙
亥
十
一
月
二
日
、
於
松
山
松
平
隠
岐
思
様
於
御
前
相
済
、
護
持
院
昌
運
仕
候
、

為
末
代
畢
」
と
い
う
記
述
が
認
め
ら
れ
、
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
よ
り
護
持
院

と
遍
照
院
と
の
間
で
本
末
関
係
を
め
ぐ
る
争
い
が
生
じ
、
寛
永
一
二
年
遅
一
六
三

五
）
に
松
山
藩
主
の
裁
き
に
よ
り
護
持
院
側
が
勝
訴
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い

る
。

　
巻
心
九
九
の
奥
書
に
は
「
元
和
八
年
よ
り
出
入
両
門
徒
二
審
座
候
、
寛
永
五
年

マ
テ
於
酉
酉
寺
門
済
症
候
、
朝
倉
郷
・
拝
志
郷
、
護
持
院
光
林
寺
之
門
徒
二
相
遣

シ
候
」
と
あ
り
、
こ
の
記
事
か
ら
み
る
と
光
林
寺
が
当
時
は
護
持
院
と
も
呼
ば
れ

て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
元
和
・
寛
永
期
の
門
徒
を
め
ぐ
る
争
い
に

醍
醐
寺
が
関
与
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
前
述
し
た
と
お
り
巻
一

五
〇
で
は
「
光
林
寺
門
徒
無
量
寺
」
と
記
さ
れ
、
巻
上
六
一
に
も
「
光
林
寺
門
」
、

巻
三
九
九
に
「
門
徒
差
別
事
、
拝
志
郷
悉
光
林
寺
門
徒
也
」
、
巻
四
五
七
に
「
裳

二
光
林
寺
門
徒
釈
迦
堂
・
吉
積
寺
・
拝
志
郷
上
恩
寺
也
、
何
モ
真
言
家
ハ
光
林
寺

門
也
」
、
巻
五
九
七
に
は
「
光
林
寺
門
徒
朝
倉
郷
・
警
護
郷
・
高
市
郷
入
目
、
無

墨
壷
分
権
為
者
也
」
と
い
う
奥
書
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
越
智
郡
の
朝
倉

郷
・
拝
志
郷
・
高
市
郷
の
真
言
宗
寺
院
の
多
く
は
護
持
院
光
林
寺
の
門
徒
と
さ
れ

て
い
た
ら
し
い
。

　
巻
五
二
の
奥
書
に
は
「
元
和
九
年
癸
亥
壷
中
八
幡
宮
建
立
ニ
テ
遷
宮
、
光
林
寺

ヨ
リ
取
成
候
」
と
記
さ
れ
、
光
林
寺
は
府
中
八
幡
宮
の
遷
宮
を
取
り
仕
切
っ
て
い

た
こ
と
も
う
か
が
わ
れ
る
。
府
中
八
幡
宮
と
は
、
今
治
平
野
の
奥
に
あ
る
八
幡
山

に
鎮
座
す
る
石
清
水
八
幡
宮
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
石
清
水
入
幡
宮
は
伊
予
守
源
頼

義
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
に
は
国
衙
の
保
護
を
う
け
な

が
ら
伊
予
国
一
宮
三
島
社
（
大
山
祇
神
社
）
と
並
ん
で
各
種
の
儀
礼
・
祭
祀
を
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
光
林
寺
は
、
旧
玉
川
町
畑
寺
に
所
在
す
る
真
言
宗
寺
院
で
あ
り
、
文
武
天
皇
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
∀

勅
願
寺
と
し
て
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
に
開
山
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
当
寺
は

山
岳
信
仰
の
中
心
で
あ
る
檜
原
山
と
府
中
を
結
ぶ
中
間
地
点
に
あ
り
、
山
頂
の
蓮

華
寺
（
現
在
は
廃
寺
）
と
と
も
に
そ
の
中
継
地
と
し
て
創
建
さ
れ
た
と
い
う
。
光

林
寺
に
も
応
永
年
間
に
作
成
さ
れ
た
大
般
若
経
が
あ
り
、
前
述
の
『
愛
媛
県
越
智

郡
諸
寺
大
般
若
経
奥
書
調
』
に
奥
書
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ

の
大
般
若
経
は
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
以
降
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
、
元
禄
一

三
年
（
一
七
〇
〇
）
に
今
治
藩
主
松
平
定
棟
の
助
力
で
補
修
さ
れ
た
こ
と
が
読
み
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取
れ
る
。
現
在
ま
で
に
何
度
も
兵
乱
や
火
災
に
遭
っ
た
が
、
そ
の
都
度
再
建
さ
れ
、

河
野
氏
以
下
の
領
主
や
今
治
藩
主
の
祈
祷
寺
と
な
り
、
長
慶
天
皇
の
伝
説
と
と
も

に
牛
馬
の
守
護
神
と
し
て
近
郷
農
民
の
問
に
信
仰
さ
れ
て
き
た
。
光
林
寺
は
多
く

の
末
寺
を
有
し
て
い
た
と
さ
れ
、
配
下
の
寺
院
は
玉
川
だ
け
で
な
く
朝
倉
か
ら
今

治
城
下
・
島
面
部
に
も
及
ん
で
い
た
と
い
う
。
無
量
寺
大
般
若
経
奥
書
か
ら
も
、

光
林
寺
の
勢
力
の
大
き
さ
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
無
量
寺
大
般
若
経
の
奥
書
に
は
元
和
・
寛
永
年
間
の
真
言
宗
寺

院
の
関
係
を
示
す
記
述
が
散
見
さ
れ
、
こ
の
大
般
若
経
が
無
量
寺
に
移
っ
た
の
は

近
世
初
期
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
、
こ
の
頃
の
越
智
郡
の
真
言
宗
寺
院

の
本
末
関
係
を
探
る
手
が
か
り
と
な
る
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。
無
量
寺
だ
け
で

は
な
く
、
光
林
寺
を
は
じ
め
国
分
寺
・
真
光
寺
・
竹
林
寺
・
光
蔵
寺
・
龍
岡
寺
・

宝
積
寺
・
東
円
盤
な
ど
、
越
智
郡
内
に
は
中
世
以
来
の
大
般
若
経
を
所
蔵
す
る
寺

院
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
の
大
般
若
経
を
総
合
的
に
調
査
・
研
究
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
当
地
域
の
寺
院
の
あ
り
方
を
全
体
と
し
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
無
量
寺
以
外
の
大
般
若
経
に
つ
い
て
も
、
詳
細

な
調
査
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六
　
無
量
立
大
般
若
経
の
使
用
状
況

　
大
般
若
経
を
め
ぐ
る
儀
式
や
民
俗
行
事
な
ど
は
、
今
で
も
全
国
各
地
に
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
大
般
若
経
は
除
災
の
機
能
を
も
つ
経
典
と
し
て

民
衆
の
問
で
も
信
仰
を
集
め
た
。
奈
良
県
吉
野
郡
川
上
村
高
原
の
福
源
寺
の
大
般

若
経
の
巻
二
二
五
の
奥
書
に
は
、
「
康
永
元
年
壬
午
七
月
十
↓
日
、
大
面
越
之
問
、

為
祈
雨
、
一
日
書
写
大
般
若
経
也
、
当
日
十
一
日
申
剋
大
雨
降
畢
、
難
末
代
法
之

威
力
厳
重
者
歎
、
当
巻
執
筆
英
信
四
十
五
」
と
あ
り
、
大
旱
越
に
苦
し
む
人
々
は
・

大
般
若
経
を
書
写
し
て
祈
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
威
力
で
大
雨
が
降
っ
た
こ
と

が
書
か
れ
て
い
る
。
雨
乞
い
の
た
め
に
大
般
若
経
転
読
を
行
な
う
事
例
は
多
く
、

村
人
た
ち
が
費
用
を
出
し
合
っ
て
入
手
し
た
大
般
若
経
の
転
読
は
、
村
落
住
民
を

結
び
つ
け
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

　
愛
媛
県
内
で
は
南
予
に
お
け
る
大
般
若
経
を
め
ぐ
る
民
俗
行
事
が
、
『
宇
和
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

帯
の
民
俗
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
吉
田
町
の
古
浦
で
は
、
旧

正
月
の
↓
○
日
頃
、
村
に
雇
わ
れ
た
僧
侶
が
大
般
若
を
唱
え
な
が
ら
家
々
を
回

り
、
札
を
早
追
に
立
て
る
行
事
が
あ
る
。
こ
の
行
事
は
「
大
般
若
」
と
呼
ば
れ
、

か
つ
て
は
海
を
こ
え
て
大
分
か
ら
歌
舞
伎
の
芝
居
が
来
て
い
た
と
い
う
。
津
島
町

岩
淵
に
伝
わ
る
「
念
仏
の
口
明
け
」
と
い
う
行
事
で
は
、
正
月
一
六
日
、
村
人
は

オ
シ
メ
を
な
っ
て
、
松
・
ヒ
イ
ラ
ギ
・
マ
キ
の
葉
の
つ
い
た
も
の
を
寺
に
持
参

し
、
大
般
若
経
の
祈
祷
を
し
て
も
ら
っ
て
祈
祷
札
を
受
け
る
。
札
は
シ
メ
に
つ
け

て
、
門
口
に
つ
る
す
と
さ
れ
る
。
三
間
町
で
は
、
正
月
暴
力
日
の
問
、
大
般
若
あ

る
い
は
理
趣
文
を
修
し
、
四
月
の
拝
礼
の
と
き
に
そ
の
祈
祷
札
を
各
戸
に
配
布
す

る
と
い
う
。
こ
れ
ら
大
般
若
経
を
使
用
し
た
三
つ
の
行
事
を
み
る
と
、
す
べ
て
初

春
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
民
衆
は
大
般
若
経
へ
の
信
仰
を
通
じ
て
新

年
の
平
穏
を
祈
願
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
無
量
寺
大
般
若
経
の
巻
一
八
四
に
は
「
元
和
四
年
初
春
吉
日
二
読
ナ
リ
」
と
い

う
奥
書
が
あ
り
、
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
、
や
は
り
年
頭
に
大
般
若
経
転
読
の

儀
式
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
重
器
七
八
の
奥
書
で
は
「
元
和
三

年
己
巳
初
春
中
旬
二
」
と
あ
り
、
こ
の
年
に
は
正
月
中
旬
に
大
般
若
経
が
読
ま
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
在
で
も
、
無
量
寺
で
は
正
月
一
日
の
「
年
越
し
の
祈
祷
」

や
正
月
一
四
日
の
「
お
口
明
け
の
法
要
」
な
ど
で
大
般
若
経
を
使
用
し
て
い
る
。

　
「
年
越
し
の
祈
祷
」
で
は
、
毎
年
一
二
月
三
一
日
の
午
後
一
一
時
五
〇
分
か
ら

除
夜
の
鐘
を
打
っ
た
後
、
午
前
一
時
半
ろ
か
ら
本
堂
に
移
っ
て
約
一
時
間
の
祈
祷

．
を
行
う
。
導
師
の
周
り
に
二
弓
手
（
二
〇
帖
）
の
大
般
若
経
が
四
組
（
八
○
帖
）
、

導
師
の
前
に
は
二
帖
（
巻
一
と
二
六
〇
〇
）
の
大
般
若
経
が
置
か
れ
、
導
師
が
二

帖
の
大
般
若
経
を
転
読
し
て
祈
祷
を
行
な
う
。
導
師
が
転
読
す
る
間
に
周
囲
の
僧

が
二
〇
帖
を
転
読
す
る
の
が
本
来
の
姿
と
さ
れ
る
が
、
現
在
は
導
師
に
よ
る
転
読
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今治市無量寺の大般若経奥書について川岡勉・國政和弥

年越しの祈祷

し
か
行
な
わ
れ
て
い
な

い
。
　
祈
祷
に
際
し
て
は
、
ま

ず
大
般
若
経
の
法
則
（
内

容
・
趣
旨
・
意
味
）
が
唱

え
ら
れ
、
続
い
て
大
般
若

経
が
転
読
さ
れ
る
。
転
読

に
お
い
て
は
、
大
般
若
経

一
巻
分
の
初
め
の
七
行
、

中
の
五
行
、
最
後
の
三
行

を
読
み
、
残
り
は
勢
い
よ

く
開
く
こ
と
に
よ
り
完
読

し
た
も
の
と
す
る
（
こ
れ

を
「
七
・
五
・
三
」
と
い

う
）
。
大
般
若
経
を
勢
い

よ
く
開
く
こ
と
に
よ
り

「
般
若
の
風
」
を
起
こ
し
、
そ
の
風
に
あ
た
る
こ
と
で
人
々
は
大
般
若
経
の
利
益

を
得
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
時
間
の
関
係
上
、
今
で
は
「
五
・
三
・
一
」
で
完

読
と
い
う
場
合
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　
祈
祷
の
趣
旨
は
「
風
雨
順
次
、
五
穀
曲
豆
穣
」
「
伽
藍
安
穏
」
「
興
隆
仏
法
」
「
無

量
寺
檀
信
各
家
の
家
内
安
全
、
子
孫
長
久
、
息
災
延
命
、
身
体
健
康
」
「
部
内
安

全
」
「
平
等
利
益
」
な
ど
現
世
利
益
を
祈
祷
す
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
祈
祷

の
中
の
大
般
若
経
の
法
則
の
部
分
で
上
記
の
言
葉
が
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
の
趣
旨

は
無
量
寺
大
般
若
経
の
奥
書
の
内
容
に
ほ
ぼ
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
祈
祷
に
は

二
種
類
の
祈
祷
（
追
善
・
現
世
利
益
）
が
あ
り
、
現
世
利
益
を
祈
祷
す
る
際
は
導

師
は
黄
色
の
衣
を
身
に
付
け
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　
正
月
一
四
日
の
「
お
口
明
け
の
法
要
」
に
お
い
て
は
、
近
隣
の
国
分
寺
・
法
華

寺
か
ら
も
無
量
寺
に
僧
侶
が
集
ま
り
、
無
量
寺
住
職
の
転
読
に
合
わ
せ
て
周
囲
の

八
○
帖
分
の
大
般
若
経
の
転
読
も
行
な
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
「
五
力
寺
結

集
」
と
呼
ん
で
回
り
持
ち
で
儀
式
を
催
し
仏
具
な
ど
を
共
有
し
て
い
た
名
残
り

で
、
昔
は
真
光
寺
と
満
願
寺
の
僧
侶
も
儀
式
に
加
わ
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
無
量

寺
大
般
若
経
の
巻
四
〇
六
の
巻
首
に
「
為
嘉
例
借
畢
無
量
寺
之
御
経
焉
、
於
霊
競

山
金
比
羅
宮
御
宝
前
而
、
連
衆
無
量
寺
・
国
分
寺
・
法
華
寺
・
真
光
寺
各
国
同
座

奉
韓
読
者
也
、
貞
享
第
三
歳
正
月
十
日
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
貞
享
三
年
（
一
六

八
六
）
の
正
月
一
〇
日
に
「
連
衆
」
と
呼
ば
れ
る
無
量
寺
・
国
分
寺
・
法
華
寺
・

真
光
寺
の
僧
侶
が
金
毘
羅
宮
（
金
毘
羅
山
満
願
寺
）
の
宝
前
に
集
ま
っ
て
大
般
若

経
の
転
読
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
以
来
、
無
量
寺
・
国
分
寺
・

法
華
寺
．
真
光
寺
・
満
願
寺
の
五
力
寺
が
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
儀
式
が
催
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
昭
和
に

入
っ
て
も
、
五
力
寺
の
僧

侶
が
一
緒
に
親
睦
旅
行
に

出
か
け
る
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
五
力
寺
結
集
」
は
昭

和
戦
前
期
に
な
く
な
っ
た

後
、
何
度
か
編
成
変
え
が

な
さ
れ
た
結
果
、
現
在
の

今
治
周
辺
で
は
高
野
山
系

の
真
言
宗
寺
院
七
寺
が
回

り
持
ち
で
大
般
若
経
法
会

を
行
な
い
、
高
野
山
系
で

は
な
い
無
量
寺
（
真
言
宗

醍
醐
寺
派
）
・
国
分
寺
（
真

言
律
宗
西
大
寺
派
）
・
法

騨

おロ明けの法要
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華
寺
（
真
言
律
宗
西
大
寺
派
）
の
三
寺
も
回
り
持
ち
で
法
会
を
行
な
う
と
い
う
ス

タ
イ
ル
が
確
立
し
て
今
に
至
っ
て
い
る
。
毎
年
、
国
分
寺
で
は
正
月
＝
百
、
無

量
寺
で
正
月
一
四
日
、
法
華
寺
で
正
月
一
八
日
に
行
な
わ
れ
る
法
会
に
、
三
力
寺

の
僧
侶
が
集
合
し
て
大
般
若
経
が
転
読
さ
れ
る
。
法
華
寺
の
法
会
で
は
、
大
般
若

経
を
収
め
た
経
箱
を
く
ぐ
る
と
御
利
益
が
あ
る
と
い
う
「
般
若
く
ぐ
り
」
の
習
俗

が
現
在
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
無
量
寺
で
催
さ
れ
る
法
会
は
、
総
代
を
は
じ
め
と
す
る
檀
信
徒
も
二
〇
～
二
五

名
ほ
ど
参
加
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
「
お
口
明
け
の
法
要
」
で
は
、
大
般
若
経

転
読
の
後
、
檀
信
徒
も
加
わ
っ
て
般
若
心
経
と
諸
真
言
が
唱
え
ら
れ
、
｝
年
の
無

事
・
息
災
や
檀
信
徒
の
繁
栄
、
世
界
平
和
な
ど
が
祈
願
さ
れ
、
住
職
の
法
話
や
総

代
か
ら
の
御
礼
の
言
葉
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
参
加
者
一
人
］
人
の
前
で
「
般

若
の
風
」
を
起
こ
し
て
風
に
当
た
ら
せ
大
般
若
経
を
各
人
の
頭
の
上
に
置
く
と
い

う
儀
式
が
あ
っ
て
法
要
は
終
了
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
般
若
経
の
転
読
は
地
元

の
住
民
を
儀
式
の
中
に
組
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
完
結
す
る
の
で
あ
る
。

　
巻
一
九
九
に
残
る
近
世
の
も
の
と
み
ら
れ
る
奥
書
に
は
「
本
願
衆
　
元
岡
新
兵

衛
　
田
文
邊
源
左
衛
門
　
野
間
弥
三
左
衛
門
　
白
石
九
郎
衛
門
」
と
書
か
れ
て
い

る
。
「
本
願
衆
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
元
岡
・
田
那
邊
・
野
間
・
白
石
の
四

人
は
大
般
若
経
転
読
祈
願
の
法
会
の
発
起
人
を
務
め
た
土
地
の
有
力
者
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
大
般
若
経
は
中
世
末
に
海
の
向
こ
う
か
ら
渡
っ
て
き
た
も

の
で
あ
っ
た
が
、
無
量
寺
に
伝
来
し
た
近
世
初
頭
以
来
、
地
域
の
住
民
の
信
仰
を

集
め
、
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
大
般
若
経
に
関
す
る
儀
式
が

今
で
も
地
域
住
民
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
大
般
若
経
の
信
仰
が
人
々

の
生
活
と
深
い
結
び
つ
き
を
持
ち
つ
づ
け
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
無
量
寺
大
般
若
経
の
奥
書
を
分
析
し
て
こ
の
大
般
若
経
の
由
来
と
・

伝
来
の
経
過
を
述
べ
て
き
た
。
こ
の
大
駆
聖
経
は
、
も
と
は
応
永
三
二
年
（
一
四

二
五
）
五
月
に
道
助
が
山
口
県
長
府
の
宝
積
庵
に
納
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
「
願

主
」
「
施
主
」
と
し
て
大
般
若
経
を
寄
進
し
た
道
助
は
、
大
内
氏
の
重
臣
と
し
て

知
ら
れ
る
平
井
道
助
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
応
永
の
事
後
の
彼
の
晩
年
の
活
動

を
探
る
上
で
も
貴
重
で
あ
る
。
大
内
氏
と
の
関
係
を
断
っ
た
道
助
は
、
自
ら
の
幸

福
と
子
孫
の
繁
栄
、
そ
し
て
仏
法
興
隆
を
祈
願
し
て
、
宝
積
庵
に
大
般
若
経
六
〇

〇
巻
を
納
め
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
大
般
若
経
は
、
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
に
伊
予
国
越
智
郡
の
宝
蔵
寺

に
買
い
取
ら
れ
た
後
、
近
世
初
期
に
同
じ
越
智
郡
の
無
量
寺
の
所
有
に
な
っ
た
と

み
ら
れ
る
。
県
内
で
は
宇
都
宮
神
社
に
施
入
さ
れ
た
大
般
若
経
が
、
永
木
三
島
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

社
へ
移
り
、
さ
ら
に
秀
禅
寺
に
移
動
す
る
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
無
量
寺

大
般
若
経
の
場
合
は
、
山
口
か
ら
愛
媛
へ
移
動
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
無
量
早
大
般
若
経
と
は
逆
に
、
愛
媛
か
ら
山
口
に
移
動
す
る
大
般
若
経
も
あ

る
。
防
府
市
阿
弥
陀
寺
の
大
般
若
経
は
も
と
は
伊
予
の
三
島
別
宮
に
あ
っ
た
も
の

と
さ
れ
る
。
こ
の
他
に
も
山
口
県
内
の
大
般
若
経
の
中
に
は
伊
予
・
筑
前
・
豊

前
・
豊
後
か
ら
移
動
し
て
き
た
も
の
が
交
じ
っ
て
お
り
、
大
内
氏
支
配
下
の
人
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

物
の
流
れ
と
の
関
係
が
推
測
さ
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
備
後
の
因
島
椋
浦
観
音
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
5
）

の
大
般
若
経
は
伊
予
の
新
居
郡
か
ら
、
安
芸
の
楽
音
寺
の
大
寒
若
苗
は
越
智
郡
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
＞

柑
子
社
か
ら
流
出
し
た
も
の
で
、
と
も
に
愛
媛
か
ら
広
島
に
移
動
し
た
事
例
で
あ

る
。
広
島
県
の
御
調
郡
久
井
町
江
木
に
あ
る
稲
生
神
社
の
大
般
若
経
も
、
も
と
は

越
智
郡
の
大
浜
八
幡
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
中
世
に
作
成
さ
れ
た
大
般
若
経
が
山
口
・
広
島
・
愛
媛
の
間
を

移
動
す
る
事
例
は
少
な
く
な
い
。
そ
こ
か
ら
は
、
西
瀬
戸
地
域
に
お
け
る
文
化
的
・

宗
教
的
共
通
性
や
、
人
の
移
動
と
物
資
流
通
の
あ
り
方
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け

一58一



今治市無量寺の大般若経奥書について川岡勉・國政和弥

て
の
政
治
的
な
変
動
な
ど
を
探
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
無
量
寺
大
宰
早
戸
に
限
ら
ず
、
今
治
周
辺
は
中
世
の
大
般
若
面
が
数
多
く
残
さ

れ
て
い
る
。
し
か
も
、
無
量
寺
の
正
月
儀
礼
に
つ
い
て
言
及
し
た
よ
う
に
、
大
般

若
経
を
め
ぐ
る
習
俗
が
今
で
も
生
き
続
け
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
地

に
伊
予
国
府
が
置
か
れ
、
国
衙
と
関
わ
り
の
深
い
寺
社
を
中
心
に
大
般
若
経
転
読

の
儀
式
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
き
た
歴
史
と
関
連
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
今
治

地
域
の
大
般
若
経
に
関
し
て
、
総
合
的
な
調
査
・
研
究
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

注（
1
）
西
垣
晴
次
「
信
仰
・
宗
教
の
歴
史
1
大
般
若
経
へ
の
信
仰
1
」
（
児
玉
幸
多
・
林
屋
辰
三

　
郎
・
永
原
慶
二
編
『
日
本
史
研
究
事
典
』
集
英
社
、
一
九
九
三
年
）
。

（
2
）
稲
城
信
子
『
日
本
中
世
の
経
典
と
勧
進
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）
。

（
3
）
尊
来
重
「
民
俗
信
仰
と
し
て
の
大
般
若
経
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
－
一
、
｝
九

　
五
四
年
）
。

（
4
）
永
禄
一
〇
年
四
月
安
養
寺
由
緒
書
（
『
愛
媛
県
史
　
資
料
編
　
古
代
・
中
世
』
一
九
九
二

　
号
、
以
下
『
県
史
』
一
九
九
二
と
略
記
す
る
）
。

（
5
）
仁
平
三
年
正
月
二
八
日
山
崎
正
立
券
文
案
（
『
県
史
』
八
四
）
。

（
6
）
建
長
七
年
一
〇
月
伊
予
国
神
社
仏
閣
等
免
田
注
進
状
写
（
『
県
史
』
一
七
四
）
。
な
お
、
『
県

　
史
』
の
翻
刻
で
は
「
大
般
若
殿
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
原
文
書
を
み
る
と
「
大
般
若
田
」

　
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
建
治
二
年
八
月
二
一
日
西
法
寺
祈
祷
注
文
写
（
『
県
史
』
二
六
一
）
。

（
8
）
永
仁
五
年
＝
月
伊
予
岳
八
幡
宮
置
文
写
（
『
県
史
』
三
六
一
）
。

（
9
）
永
正
＝
二
年
一
〇
月
観
念
寺
衆
徒
願
文
（
『
県
史
』
一
六
一
八
）
。

（
1
0
）
文
明
＝
二
年
五
月
二
〇
日
石
手
寺
棟
札
（
『
県
史
』
一
四
九
六
）
。

（
1
1
）
愛
媛
県
立
図
書
館
蔵
「
愛
媛
県
行
政
資
料
」
所
収
。
こ
の
資
料
の
存
在
に
つ
い
て
は
、

　
土
居
聡
朋
氏
の
御
教
示
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
わ
し
て
お
き
た
い
。

（
1
2
）
正
岡
定
雄
編
輯
『
愛
媛
県
越
智
郡
諸
寺
大
般
若
経
奥
書
調
』
（
今
治
市
立
明
徳
図
書
館
）
。

（
1
3
）
川
岡
勉
『
河
野
氏
の
歴
史
と
道
後
湯
築
城
』
（
青
葉
図
書
、
一
九
九
二
年
）
。

（
1
4
）
稲
城
信
子
『
日
本
中
世
の
経
典
と
勧
進
』
（
前
掲
）
。

（
1
5
）
長
谷
川
賢
二
「
『
勧
善
禁
所
蔵
大
般
若
管
玉
書
』
に
つ
い
て
」
（
『
総
合
学
術
調
査
報
告

　
神
山
町
』
徳
島
県
立
図
書
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
。

（
1
6
）
萩
野
憲
司
「
水
主
神
社
大
般
若
経
函
壁
書
に
つ
い
て
の
覚
書
」
（
『
香
川
史
学
』
二
七
、

　
二
〇
〇
〇
年
）
、
同
「
讃
岐
国
水
主
神
社
所
蔵
『
外
陣
大
般
若
経
』
と
『
北
野
社
一
切
経
』

　
に
つ
い
て
」
（
『
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
　
一
切
経
の
歴
史
的
研
究
』
二
〇
〇
四

　
年
）
、
同
「
讃
岐
国
大
内
郡
に
お
け
る
熊
野
信
仰
を
知
る
史
料
の
発
見
1
香
川
県
東
か
が
わ

　
市
若
王
寺
所
蔵
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
の
調
査
成
果
か
ら
一
」
（
『
四
国
中
世
史
研
究
』
九
、

　
二
〇
〇
七
年
）
。

（
1
7
）
片
山
清
「
大
旦
那
石
川
通
昌
中
興
大
般
若
経
由
来
－
新
史
料
備
後
国
因
島
椋
浦
観
音
堂

　
蔵
版
本
大
般
若
経
等
一
（
上
）
（
下
）
」
（
「
伊
予
史
談
』
三
〇
〇
・
三
〇
一
、
一
九
九
六
年
）
、

　
同
「
備
後
国
因
島
中
庄
八
幡
宮
奉
入
替
般
若
経
－
備
・
芸
・
予
結
縁
衆
の
延
文
書
写
経
一
」

　
　
（
『
伊
予
史
談
』
三
一
五
、
一
九
九
九
年
）
。

（
！
8
）
白
井
比
佐
雄
「
安
芸
国
楽
音
営
所
蔵
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
の
覚
書
等
に
つ
い
て
」
（
『
広

　
島
県
立
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
五
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
加
増
啓
二
「
京
洛
で
購
わ
れ
た
大

　
般
若
経
一
楽
音
寺
大
般
若
経
の
う
ち
応
永
二
十
五
年
目
経
に
つ
い
て
一
」
（
『
広
島
県
立
歴

　
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
五
、
二
〇
〇
〇
年
）
。

（
1
9
）
山
口
県
教
育
委
員
会
『
旧
栄
福
寺
大
般
若
経
調
査
報
告
書
』
（
一
九
九
三
年
）
。

（
2
0
）
山
内
譲
「
放
浪
す
る
大
般
若
経
」
（
『
伊
予
史
談
』
二
九
五
、
一
九
九
四
年
）
、
同
「
中
世

　
の
津
島
と
満
願
寺
大
般
若
経
（
上
）
（
下
）
」
（
『
伊
予
史
談
』
三
四
二
・
三
四
三
、
二
〇
〇

　
六
年
）
。

（
2
1
）
「
無
量
寺
縁
起
」
（
由
来
旧
記
）
。

（
2
2
）
山
内
譲
「
中
世
の
津
島
と
満
願
寺
大
般
若
経
（
上
）
（
下
）
」
（
前
掲
）
。

（
2
3
）
こ
の
大
面
財
経
が
ど
こ
で
印
刷
さ
れ
た
か
は
定
か
で
な
い
。
同
じ
応
永
年
間
に
伊
予
府

　
中
の
柑
子
社
に
施
入
さ
れ
た
大
般
若
経
の
場
合
は
、
京
都
で
墨
摺
さ
れ
た
経
典
を
購
入
し
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た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
加
増
啓
二
氏
は
国
府
と
い
う
地
方
都
市

　
の
持
つ
消
費
性
が
作
用
し
た
と
推
測
し
て
い
る
（
加
増
前
掲
論
文
）
。
長
府
の
宝
積
庵
に
納

　
め
ら
れ
た
大
般
若
経
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
要
素
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ

　
な
い
。
ち
な
み
に
、
大
般
若
経
の
製
作
費
を
記
し
た
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
三
年

　
　
（
一
四
七
こ
九
月
七
日
条
・
同
＝
月
二
七
日
条
に
よ
れ
ば
、
六
〇
〇
巻
全
体
で
三
五

　
束
（
＝
ハ
、
八
○
○
枚
）
の
紙
が
必
要
で
、
一
束
（
四
八
0
枚
）
四
〇
〇
文
の
料
紙
を
使

　
う
と
紙
代
で
一
四
貫
文
か
か
る
と
い
う
。
上
質
の
八
○
○
文
の
料
紙
で
あ
れ
ば
、
紙
代
は

　
倍
の
二
八
貫
文
と
な
る
。
摺
料
は
一
巻
あ
た
り
三
六
文
余
で
、
六
〇
〇
巻
で
は
二
二
貫
文

　
を
経
師
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
紙
代
と
摺
料
を
合
計
す
る
と
、

　
普
通
の
紙
で
三
六
貫
文
、
上
質
の
紙
を
使
う
と
五
〇
貫
文
と
い
う
多
額
の
製
作
費
が
必
要

　
で
あ
っ
た
。

（
2
4
）
御
薗
生
翁
甫
『
防
長
地
名
淵
鑑
』
（
防
長
倶
楽
部
、
一
九
四
一
年
、
の
ち
一
九
七
四
年
に

　
マ
ツ
ノ
書
店
よ
り
復
刻
）
。
な
お
、
山
村
亜
希
「
南
北
朝
期
長
門
国
府
の
構
造
と
そ
の
認
識
」

　
　
（
『
人
文
地
理
』
五
指
ー
三
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
お
い
て
、
中
世
長
府
の
空
間
構
造
の
歴
史

　
地
理
学
的
な
復
元
が
試
み
ら
れ
て
お
り
、
参
考
に
な
る
。

（
2
5
）
下
関
市
立
長
府
博
物
館
所
蔵
「
長
府
古
図
」
。
「
長
府
古
図
」
は
二
〇
〇
六
年
＝
月
に

　
山
口
市
史
「
史
料
編
」
編
さ
ん
室
が
行
な
っ
た
史
料
調
査
に
参
加
し
て
拝
見
す
る
機
会
を

　
得
た
。
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
下
関
市
立
長
府
博
物
館
学
芸
員
の
古
城
春
樹
氏
に

　
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
2
6
）
「
長
門
国
守
護
代
記
」
（
『
山
口
県
史
　
史
料
編
　
中
世
こ
　
一
九
九
六
年
）
。

（
2
7
）
米
原
正
義
『
戦
国
武
士
と
文
芸
の
研
究
』
（
桜
楓
社
、
一
九
七
六
年
）
。

（
2
8
）
建
長
七
年
一
〇
月
伊
予
国
神
社
仏
閣
等
免
田
注
進
状
写
（
『
県
史
』
一
七
四
）
。

（
2
9
）
「
書
写
山
円
教
寺
旧
記
（
『
兵
庫
県
史
　
史
料
編
　
中
世
四
』
所
収
）
。

（
3
0
）
川
岡
勉
『
中
世
の
地
域
権
力
と
西
国
社
会
』
第
五
章
（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
。

（
3
1
）
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
三
九
　
愛
媛
県
の
地
名
』
（
平
凡
社
、
｝
九
八
○
年
）
。

（
3
2
）
和
歌
森
太
郎
編
『
宇
和
地
帯
の
民
俗
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
）
。

（
3
3
）
山
内
譲
「
放
浪
す
る
大
般
若
経
」
（
前
掲
）
。

（
3
4
）
『
旧
栄
福
寺
大
般
若
経
調
査
報
告
書
』
（
前
掲
）
。

（
3
5
）
片
山
清
「
大
旦
那
石
川
通
昌
中
興
大
般
若
経
由
来
－
新
史
料
備
後
国
因
島
椋
浦
観
音
堂

　
蔵
版
本
大
般
若
経
等
1
（
上
）
（
下
）
」
（
前
掲
）
。

（
3
6
）
白
井
比
佐
雄
「
安
芸
国
号
音
寺
所
蔵
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
の
覚
書
等
に
つ
い
て
」
（
前

　
掲
）
、
加
増
啓
二
「
京
洛
で
購
わ
れ
た
大
般
若
経
－
楽
音
寺
大
般
若
経
の
う
ち
応
永
二
十
五

　
年
本
経
に
つ
い
て
一
」
　
（
前
掲
）
。

（
付
記
）

　
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
山
口
市
史
「
史
料
編
」
編
さ
ん
室
が
行
な
っ
た
無
量

寺
の
調
査
成
果
に
多
く
を
依
拠
し
て
い
る
。
史
料
調
査
に
際
し
て
色
々
と
御
教
示
・
御

配
慮
を
い
た
だ
い
た
無
量
寺
住
職
の
龍
田
宥
仁
氏
を
は
じ
め
、
御
同
行
い
た
だ
い
た
編

さ
ん
委
員
会
委
員
の
國
守
進
氏
、
中
世
部
会
専
門
委
員
の
大
谷
史
子
氏
、
編
さ
ん
室
の

古
賀
信
幸
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
ま
た
、
長
府
の
調
査
に
つ
い
て

は
、
大
谷
氏
の
ほ
か
、
中
世
部
会
専
門
委
員
の
真
木
隆
行
氏
、
編
さ
ん
室
の
真
木
奈
美

氏
と
と
も
に
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
き
た
い
。

一60一
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無量寺大般若経

巻数
現存の

L無 奥書
中世近世
@　奥書

中世奥書に記された年月日
奥書にみえる

ｹ助の記載
奥書に記された

ｻの他の文言
備　考

1 ○ ○ ○
応永三十二　乙巳　五月　十
�

天明五□□ロ…□□□
近世奥書の

ｻ読は困難

2 ○ ○
応永三十二　乙巳　五月　十
�

道助置之

3 ○ ○ 応永三十二　五月　日 道助置之

4 ○ ○ 応永三十二　五月　日 道助置之

5 ○ ○ 道助置之

6 ○ ×

7 ○ ○ 応永三十二　五月　廿二日 沙弥道助置之

8 ○ ○ 応永三十二　乙巳　五月　日 道助置之

9 ○ 0 応永三十二　天　乙巳　五月

@日
道助寝衣

此経者檀那之子孫世世
ﾂ為領主故挙措不存有

i也

10 ○ ○ 応永三十二　五月　廿二日 檀那道助
此経者檀那之子孫世々
��ﾌ主二二措不存有

i也
ユ1 ○ ○ 応永三十二　五月　廿二日 道助置之

12 ○ ○ 応永三十二年　五月　日 施主道助

13 ○ ○
応永三十二　季　乙巳　五月

@日
施主道助

14 ○ ○ 応永三十二　五月　日 願主道助

15 ○ ○ 応永三十二　五月　日 願主道助

16 ×

17 ○ ○ 応永三十二年　五月　日 道助置之

18 ○ ○ 応永三十二年　五月　廿二日 施主道助

！9 ○ ○ 応永三十二年　五月　日 道助

20 ○ ○ 応永三十二年　五月　廿二日 道助置之

21 ○ ○ ○ 応永計二年　五月　日 施入道助之 寛永六十年

22 ○ ○ 応永計二　五月　日 檀那道助

23 ○ ○ 応永二二　五月　日 施入道助之

24 ○ ○ 捨置道助之

25 ○ ○ 応永二二　五月　日 塗壁道助

26 ○ ○ 応永計二　五月　日 施主道助

27 ○ ○ 応永計二　五月　日 墨入道助之

28 ○ ○ 応永計二　五月　日 宿入道助之

29 ○ ○
応永三十二　季　五月　十二

大願主道助

30 ○ ○ 応永十二　五月半日 捨置道助之

31 ○ ○ 応永三十二年　五月　日 施入道助之

32 ○ ×

33 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助
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巻数
現存の

L無
中世
恟
近世
恟 中世奥書に記された年月日

奥書にみえる

ｹ助の記載
奥書に記された

ｻの他の文言
備　考

34 ×

35 ○ ×

36 ×

37 ○ ○ 捨置道助之

38 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨置道助之

39 ○ ○
応永三十　有　二年　五月

施主道助之

三伏願因此二二信心大
{主己酉本命元辰福根
岦｡寸域堅固益門鎮静
���э秤暑g富者也

40 ○ ○ 応永三十二　五月　日 大施主道助

41 ○ ○ 応永三十二　五月　日 檀那道助

42 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

43 ○ ○ 捨土道助

44 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

45 ○ ○ 施主道助

46 ○ ○ 施主道助

47 ○ ○
応永　乙巳　五月　念　有
�

施主道助

48 ○ ○ 施主道助

49 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

50 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

51 ○ ○ 寸寸道助之

52 ○ ○ ○ 応永三十二　五月　日 施入道助
元和九年癸亥符中八幡
{建立ニテ遷宮　光林
寃?且謳ｬ候

53 ○ ○ 応永三十二　五月　日 貫主道助

54 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施工道助之

55 ○ ○ 応永三十二　五月　日 貫入道助之

56 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施工道助之

57 ○ ○ 捨置道助之

58 ○ ○ 捨置道助之

59 ○ ○ 捨主道助

60 ○ ○ 野壷道助

61 ○ ○ 応永三十二　五月　日 三主道助

62 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨置道助之

63 ○ ○ 施入道助士

64 ○ ○ 施入道助之

65 ○ ○ 応永三十二　五月　日 三主道助之

66 ○ ○ 三主道助
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一

巻数
現存の

L無
中世
恟
近世
恟
中世奥書に記された年月日

奥書にみえる

ｹ助の記載
奥書に記された

ｻの他の文言
備　考

67 ○ ○
応永三十二　天　五月　享有
�

施入道丁丁

右意趣者為天下泰平国
y安穏殊更信心大施主
ｧ災延命子孫繁昌心中
阮]皆悉成就井本蕎僧
O法道興隆丁丁丁丁上
b四恩下位三士者也

68 ○ ○ 豆油道助

69 ○ ○ 施入道助之 二
70 ○ O 応永三十二　五月　日 施入道助之

71 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

72 ○ ○ 応永三十二　五月　廿二日

73 ○ ○ 応永三十二　五月　日

74 O ○ 応永三十二年　五月　廿二日 願主道助

75 ○ ○ 応永三十二　五月　日

76 ○ ○
応永三十二年　五月　念　有
�

謹書之

77 ○ ○ 応永三十二　五月　日

二
一
「
「
一

78 ○ ×

79 ○ ○ 応永三十二　五月　日 謹書之

80 ○ ×

81 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施入者道助

82 ○ ○ 道助施主

83 ○ ○ 応永三十二　五月　日 道助
天正八壬午二二買申也
ｼ生山宝蔵寺其時昌孝
Z持也

84 ○ ○ 応永三十二　五月　日 六六道助之

85 ○ ×

86 ○ ○ 捨主道助

87 ○ ○ 龍王道助之

88 ○ ○ 施入道助之

89 ○ ○ 施入道助
一

90 ○ ×

9！ ○ ○ 応永計　有　二年　五月　日 大施主道助

右志趣者為天地長久国
ｯ安泰亡者信心大願主
沁�攝ｶ家門繁昌更翼
∟U清衆法道堅固二輪
s退乃至法界平等有益

ﾒ也
92 ○ ○ 応永三十二　五月　日

一

93 ○ ○ 応永滑二　五月　日

94 ○ ○ 応永三十二　五月　廿二日
一

95 ○ ×

96 ○ ○ 応永三二　五月　日

97 ○ ○ 応永≡：十二　五月　日 ＝
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巻数驚腱
奥書

近世
恟
中世奥書に記された年月日

道助の記載
奥書にみえる　　奥書に記された
@　　　　　　　　その他の文言

備　考

98 ○ ○ 応永計二　五月　日

99 ○ ×

100 ○ ○ 応永三十二　五月　廿二日

此経者檀那之子孫世世
ﾂ為領主故挙措不存亡
熬燔

Z月一日書写畢

巻首に「捨
u道助之」

101 ○ ×

102 ○ ○ 応永計二　五月　日 施入道助之

103 ○ ○ 応永計二　五月　日 施入道助之

104 ○ ○ 応永針二年　五月　日 施主道助

105 ○ ○ 捨置道助

106 ○ ○ 施入道助長

107 ○ ○ 応永計二　五月　日 施入道助

108 ○ ○ 施入道助之

109 ○ ○ 施主道助
此半者檀那之子孫世々
ﾂ三三二二挙措不存有

i也
110 ○ ×

111 ○ ○ 応永三十二　五月　日 蔵主道助

112 ○ ×

113 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

114 ○ ○ 応永計二　五月　日 施主道助

115 ○ ○ 応永冊二　五月　日 施入道助

！ユ6 ○ ○ 応永班二　五月　日 施入道助之

117 ○ ○ 応永計二　五月　日 墨入道助之

！18 ○ ○ 応永十二　五月　日 施主道助

119 ○ ○ 施主道助

120 ○ ○ 応永計二　五月半日 施主道助

121 ○ ○ 応永計二　五月　日 施工道助之

右意趣者為天地長久四

C安泰二者信心大願主
ﾈ酉本名元辰福海漫々
�R魏々子孫言言家門
ﾝ歳上高四恩下資三有
@界群生同円種智

122 ○ ○ 応永計二　五月　日 施入道助之

123 ○ ○ 応永計二　五月　日 施入道助之

124 ○ ○ 応永計二　五月　日 施入道助之

125 ○ ○ 施主道助

126 ○ ○ 応永計二　五月　日 施入道助之

127 ○ ○ 応永計二　五月　日 施入道助之

128 ○ ○ 応永滑二　五月　日 摘入道助之

129 ○ ○ 施入道助之

130 ○ ○ 応永計二　五月　日 施入道助之
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巻数
現存の

L無
中世
恟
近世
恟
中世奥書に記された年月日

奥書にみえる

ｹ助の記載
奥書に記された

ｻの他の文言
備　考

131 ○ ○ 道助之

ユ32 ○ ○ 応永計二　五月　日 道助之

133 ○ ○ 応永三十二　五月　日

巻首に「施

蜩ｹ助」あ

134 ○ ○ 応永三十二　五月　日

巻首に「施

蜩ｹ助」あ

135 ○ ×

巻首に「施

蜩ｹ助」あ

136 ○ ○ 応永三十二　五月　日

巻首に「施

蜩ｹ助」あ

ユ37 ○ ○ 応永二二　五月　廿六日

巻首に「施

蜩ｹ助」あ

138 ○ ×

巻首に「施

蜩ｹ助」あ

139 ○ ×

巻首に「施

蜩ｹ助」あ

140 ○ ×

巻首に「施

蜩ｹ助」あ

141 ○ ○ 応永計二　五月　廿二日 施入道助

！42 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

143 ○ ○ 捨主道助

144 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨置道助

145 ○ ○ 施主道助

146 ○ ○ 施主道助

147 ○ ×

148 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨主道助

149 ○ ○ 施主道助

150 ○ ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助
光林寺門徒無量寺御経

151 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施入道助之

152 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施入道助之

153 ○ ○ 応永計二年　五月　日 施入道助之

154 ○ ○ 応永計二　五月　日 施入道丁丁

155 ○ ○ 応永措二　五月　日 肩入道助之

156 ○ ○ 応永滑二　五月　日 施入道助之

157 ○ ○ 応永舟二年　五月　日 施入道助之

158 ○ ○ 応永計二　五月　日 丁丁道助之
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巻数
現存の

L無
中世
恟
近世
恟
中世奥書に記された年月日

奥書にみえる

ｹ助の記載
奥書に記された

ｻの他の文言
備　考

159 ○ ○ 応永計二　五月　日 施入道助之

160 ○ ○ 応永計二　五月　日 施入道助之

161 ○ ○ 捨主道助

162 ○ ○ 応永計二　五月　日 捨主道助

163 ○ ○ 捨主道助

164 ○ ○ 応永計二　五月　日 捨主道助

165 ○ ○ 応永計二　五月　日 捨主道助

166 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨主道助

167 ○ ○ 応永計二　五月　日 捨主道助

168 ○ ○ 応永計二　五月　日 丁丁道助

169 ○ ○ 応永計二　五月　日 丁丁道助

170 ○ ○ 応永計二　五月　日 下主道助

171 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

172 ○ ○ 施主道助

173 ○ ○ 応永計二　五月　日 施主道助

174 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

175 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

176 ○ ×

177 ○ ○ 施主道助

178 ○ ○ 応永　乙　巳　五月　日 施主道助

179 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

180 ○ ○ 応永三：十二　五月　日 施主道助

181 ○ ○ 応永計二　五月　日 施入道助之

182 ○ ○ 応永三：十二　五月　日 施主道助

183 ○ ○ 施主道助

184 ○ ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助
元和四年初春吉日二読

iリ
185 ○ ×

186 ○ ○
子時応永　量目　五月　廿二

施入道助
右丁丁因此威徳信心大
|亭亭酉福寿与海岳斉
ﾆ門同椿松者也

187 ○ ○ 施主道助

188 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

189 ○ ○ 施主道助
此経者檀那子孫世世可
ﾌ主故為挙措不存有司

190 ○ ○ 応永計二　五月　日 施主道助
此半者檀那之子孫世世
��ﾌ主二二措不存有

i也

！91 ○ ○ 藩主道助
此経者檀那之子孫世世
ﾂ領主為故挙措不存有

i也
192 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨主道助
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巻数
現存の

L無
中世
恟
近世
恟
中世奥書に記された年月日

奥書にみえる

ｹ助の記載
奥書に記された
ｻの他の文言

備　考

193 ○ ○ 捨主道助

194 ○ ○ 捨主道助

195 ○ ○ 捨土道助

196 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨主道助

197 ○ ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨主道助 今ハ無量寺

198 ○ ○ ○ 施主道助 今無量寺之経

199 ○ ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨主道助

本願衆　元岡新兵衛
c那邊源左衛門　野間
寛O左衛門　白石九郎

q門
｡卯年七月八日七ツ時

Aラレフル
200 ○ ○ 捨主道助

201 ○ ○ 応永冊二　五月　日 捨主道助

202 ○ ×

巻首に「施
?ｹ前之」

203 ○ ×

巻首に「施
?ｹ助之」

204 ○ ○ 応永三十二　五月　日
巻首に「施
?ｹ前之」

205 ○ ×

巻首に「施
?ｹ前之」

206 ○ ○ 応永計二　五月　日
巻首に「施
?ｹ前之」

207 ○ ○ 応永計二　五月　日
巻首に「施
?ｹ助之」

208 ○ ○ 応永計二　五月　日
巻首に「施
?ｹ助之」

209 ○ ○ 応永計二　五月　日
此癖者檀那之子孫世世
ﾂ為領主故挙措不存有

i也

巻首に「施
?ｹ助之」

210 ○ ○

此経者檀那之子孫世世
ﾂ為領主故挙措不存有

i也

巻首に「施
?ｹ助之」

211 ○ ○ 捨土道助

212 ○ ○
応永　乙巳　五月　念　有二

213 ○ ○ 応永計二　五月　日 捨主道助

214 ○ ○ 応永四二　五月　日 藩主道助

215 ○ ○ 応永計二　五月　日 戸主道助

一67一



地域創成研究年報第3号（2008年）

巻数
現存の

L無
中世

恟
近世
恟
中世奥書に記された年月日

奥書にみえる

ｹ助の記載
奥書に記された

ｻの他の文言
備　考

216 ○ ○ 館主道助

217 ○ ○ 捨主道助

218 ○ ○ 捨主道助

219 ○ ○ 捨主道助

220 ○ ○ 応永三十二　五月　日 道助置之

221 ○ ○ 直入道助

222 ○ ○
応永三十二年　五月　念　二

檀那沙弥道助
右於二宮御前以正本校

s了
223 ○ ○ 応永三十二年　五月　日 施主道助

224 ○ ○ 応永三十二　五月　日 願主道助

225 ○ ○ 応永　乙　巳　五月　廿二日 願主道助

226 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施入道助

227 ○ ○ 応永二二　五月　日 施主道助

228 ○ ○ 応永二二　五月　日 捨置道助之

229 ○ ○ 応永冊二　五月　日 捨置道助之

230 ○ ○ 応永計二　五月　日 捨置道助之

231 ○ ○ 応永計二　五月　日 施主道助

232 ○ ○ 施主道助

233 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

234 ○ ×

235 ○ ○ 施主道助

236 ○ ○ 施主道助

237 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道勤

238 ○ ×

239 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

240 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

241 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

242 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨置道助之

243 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨置道助之

244 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨置道助之

245 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

246 ○ ○ 捨置道助之

247 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨置道助之

248 ○ ○ 捨置道助之

249 ○ ○
応永計二　乙巳　五月　十二

捨置道助之

右伏願依丁丁徳信丁丁
{主己酉本命亭亭福寿
搨ｷ井本蕎比丘法道堅
ﾅ食輪常韓上報四恩下
綜O有法界群生同円種
q同六月五日書写之

250 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨置道助之
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251 ○ ○ 捨置道助之

252 ○ ○ 応永十二　五月　十二日 捨置道助之

253 ○ ○ 捨置道助之

254 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨置道助之

255 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施入道助之

256 ○ ○ 捨置道助之

257 ○ ○ 応永計二　五月　日 捨置道助之
一

258 ○ ○ 応永計二　五月　日 捨置道助之

259 ○ ○ 捨置道助之

260 ○ ×

261 ○ ○ 応永計二　五月　日 施入道助

262 ○ ○ 応永岩二　五月　日 施入道助之

263 ○ ○ 応永計二　五月　日 施入道助之

264 ○ ○ 応永計二　五月　日 施入道助
一

265 ○ ○ 応永計二　五月　日 施入道助

266 ○ ○ 応永計二　五月　日 施入道助之

267 ○ ○ 施入道前之
一

268 ○ ○ 応永計二　五月　日 施入道助

269 ○ ○ 応永計二　五月　日 施入道助

270 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施入道助之

271 ○ ○ 応永計二　五月　日 施主道助

272 ○ ○ ○ 応永措二　五月　日 施主道助

右此経無：量寺住物也去

ﾒ護持院門徒之事朝倉
���ｽ二二二二言家
n衣着仕僧護持院為末
寥ｾ登寸寸本寺六六其上

q二郷上恩寺事従先規
?揄@門徒也同朝倉郷
g積寺高市歓喜丁丁林
寫汳熬熨ﾞ傳故光林寺
o仕有是事所詮二候

273 ○ ○ ○ 応永計二　五月　日 施主道助
豫陽朝倉邑両足山無量

寶尞Z

一

一
2
7
4
四

○ ○ 施主道助

275 ○ ○ 応永計二　五月　日 施主道助

276 ○ ×

277 ○ ○ 応永計二　五月　日 施主道助

278 ○ ○ ○ 応永計二　五月　日 施主道助
元和三年　丁巳　初春

?{二

¶

279 ○ ○ 施主道助

280 ○ ○ 応永計二　五月　日 施主道助

281 ○ ×

282 ○ ○ 応永計二　五月　日 施主道助 1
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283 ○ ○ 応永計二　五月　日 施主道助

284 ○ ○ 施主道助

285 ○ ○ 応永計二　五月　日 施主道助

286 ○ ×

287 ○ ○ 施主道助

288 ○ ○ 応永計二　五月　日 施主道助

289 ○ ○ 応永冊二　五月半日 施主道助

290 ○ ○ 施主道助

291 ○ ○ 馬入道助之

292 ○ ×

293 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施入道助之

294 ○ ○ 施入道助之

295 ○ ○ 施入道前之

296 ○ ○ 丁子道助之

297 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施入道助之

298 ○ ○ 施入道助之

299 ○ ○ 応永景二　五月　日 施入道助之

300 ○ ○ 応永計二　五月　日 施入道助之
此経者檀那子孫世々可
ﾗ領主故挙措不存有司

301 ○ ○ 応永舟二　五月　日 捨置道助

302 ○ ○ 応永丹二年　五月　日

303 ○ ○ 応永滑二年　五月　日 道助置之

304 ○ ○ 応永計二年　五月　日 捨置道助

305 ○ ○
応永計二　天　乙巳　五月十
�

施主道助

306 ○ ×

307 ○ ○ 施主道助

308 ○ ○ 願主道助

309 ○ ○ 応永計二年　五月　日 捨置道助

310 ○ ×

3！1 ○ ○ 応永三十二年置五月　日 施主道助

312 ○ ○ 応永滑二　五月　日 弁捨道助

313 ○ ○ 応永三十二　乙巳　五月　日 施主道助

314 ○ ○ 応永　乙巳　五月　日 檀那道助

315 ○ ○ 応永三十二　五月　念　二日 道助

316 ○ ○ 応永晋二　乙巳　五月　日 道助置之

317 ○ ○ 道助

318 ○ ○ 道助

319 ○ ○ 道助

320 ○ ○ 道助
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321 ○ ×

322 ○ ○
応永三十二　天　五月　念
�

施主道助

323 ○ ○ 応永計二年頃五月　日 道助置之 一
　324 ○ ○ 応永三十二年　五月　日 道助置之

325 ○ ○ 応永計二　五月　日

326 ○ ×

327 ○ ○ 応永計二年　五月　念　二日 施主道助

328 ○ ○ 応永計二　五月　日 願主道助 τ

329 ○ ○ 応永措二年　五月　廿二日 施主道助
右意趣者為天下太平国
ﾆ島育殊翼信心施主子
ｷ繁昌後生善処者也

330 ○ ○ 応永計二年　五月 願主道助 捨置於長門府宝積蕎

331 ○ ○ 道助

332 ○ ○ 応永計二年　五月　日 道助

333 ○ ○ 応永≡：十二　乙巳　五月　日 道助

334 ○ ○ 道助

335 ○ ○ 応永三十二年　五月　念二日 施主道助

336 ○ ○ 応永三十二　乙巳　五月　日 願主道助

337 ○ ○ 応永岩二年　五月　日 道助

338 ○ ○ 応永三十二　乙巳　五月　日 施主道助

339 ○ ○ 応永三十二　五月　念　二日 施主道助

340 ○ ×

341 ○ ○ 道助

342 ○ ○ 応永三十二　玉目　五月　日 道助

343 ○ ○ 捨置道助

344 ○ ○ 応永　乙巳　五月　念　二日 道助置之

345 ○ ○ 応永計二　五月　日 道助

346 ○ ○ 応永計二　乙巳　五月　廿二
施主道助

一

347 ○ ○ 施主道助

348 ○ ×

349 ○ ○ 応永計二　五月　日 道助置之 ＝
350 ○ ○ 捨置道助

351 ○ ○ 応永計二　五月　日 捨置道助之

352 ○ ○ 応永計二　五月　日 捨置道助
於二宮御宝前以正本山

s了
353 ○ ○ 檀那道助置之

354 ○ ×

355 ○ ×

356 ○ ×

357 ○ ○ 応永掛二　五月　日 施主道助
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358 ○ ○ 応永計二　五月　日 願主道助

359 ○ ○ 応永計二　五月　日 捨置道助之

360 ○ ○ 応永計：二年　五月　日 捨置道助之

361 ○ ○ ○ 応永計二　五月　廿二日 捨置道助之 光林寺門

362 ○ ○ 応永計二　五月　廿二日 施主道助

363 ○ ○ 施主道助

364 ○ ○ 応永計二年　五月　日 捨置道助之

365 ○ ○ 応永計二　五月半廿二日 檀那道助

366 ○ ○ 施主道助

367 ○ ○ 願主道助

368 ○ ○ 応永計二　五月　日 施主道助

369 ○ ○
応永単二　天　乙巳　五月
ｼ 捨置道助之

370 ○ ○
応永三十二　乙巳　明珠　念
�

願主道助

371 ○ 、○ 施主道助

372 ○ ○ 応永三十二　五月　廿二日 願主道助

373 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨置道助

374 ○ ○ 道助

375 ○ ○ 応永三十二年　五月　日 檀那沙弥道助

376 ○ ○ 応永計二　五月　日 道助

377 ○ ○ 応永計二　五月　日 道助

378 ○ ○ 捨置道助

379 ○ ○ 道助置之 一
380 ○ ○ 応永計二　乙巳　五月　日 道助

381 ○ ○ 応永丹二　五月　念　二日 捨置道助

382 ○ ○ 応永汁二　五月　日 施主道助

383 ○ ○ 応永三十二年　五月　廿二日 檀那道助置之

384 ○ ○ 応永借二　五月　廿二日 捨置道助之

385 ○ ○ 道助

386 ○ ○ 応永針二年　五月半日 道助等等

387 ○ ○ 応永単二　五月　日 道助

388 ○ ○
応永三十二　乙巳　五月　十
�

檀那道助置之

389 ○ ○ 応永冊二　五月　日 道助
此経読檀那之子孫世世
ﾂ領主故挙措不存有司

390 ○ ×

391 ○ ×

392 ○ ○ 施主道助

393 ○ ○ 応永十二　五月　日 捨置道助之

394 ○ ○ 応永升二　五月　B 道助置之
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395 ○ ○ 捨置道助

396 ○ ○ 施主道助

397 ○ ○ 応永珊二　五月　日

398 ○ ○ 応永計二　五月　日 捨置道助之

399 ○ ○ ○ 応永借二年　五月　日 施主道助

此誓事檀那之子孫世世
ﾂ為領主故挙措不存有

i也
蜩k差別三拝二郷悉光
ﾑ寺門徒也

400 ○ ×

401 ○ ○ 施入道助之

402 ○ ○ 応永計二　五月　日 捨置道助之

403 ○ ○ 施主道助

404 ○ ○ 応永三十二　五月　日 押入道助之

405 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

406 ○ ○ ○ 応永　乙　巳　五月　日 藩主道助
此白昼求庭天正拾　壬
ﾟ　卯月初吉祥日住持
F昌侍者

巻首に「為

ﾃ例借畢無
ﾊ寺之御壷
％]輪愛山
熹范?{古
�O而連衆
ｳ量寺国分
尠@華寺真
�寢e令整
L麗韓読者
轣@貞享第
O歳正月十
冝vとあり

407 ○ ○ 応永三十二　乙巳　五月　日 檀那道助

右意趣者為天下太平国
ﾆ豊饒長者信心施主子
ｷ繁昌福寿増長井当蕎
@道興隆二輪常韓吉祥
@意皆令満足寸寸

408 ○ ○ 応永計二　五月　廿二日 捨置道助之

409 ○ ○ 応永三十二年　五月　日 三主道助
六経者檀那之子孫世世
ﾂ為領主故挙措不存有

i也

右於二宮御宝前以正本
埜行管410 ○ ○

応永三十二　乙巳　五月　念
�

檀那道助
三筆者檀那□直筆…□

下線部は正

mとは言え
ﾈい
香c□部分
ﾍ10巻と同
ｶか

411 ○ ○ 応永三十二年　五月　日 施入道助之

412 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨置道助之

413 ○ ○ 施主道助

414 ○ ○ 応永光二　乙巳　五月　日 施主道助

415 ○ ○ 施主道助
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4
1
6
｝

○ ○ 応永三十二年　五月　日 贈主道助

417 ○ ○ 施主道助
4
1
8
　

○ ○ 応永　乙巳　五月　日 施主道助

419 ○ ○ 施主道助

420 ○ ○ 応永計二　五月　日 捨置道助 □□ロ…□□■
虫食いによ

阨s明
121 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

422 ○ ○ 応永三十二　乙巳　五月　日 施入道助之

423 ○ ○ 施主道助

424 ○ ○ 施主道助

425 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

426 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨主道助
127

@

○ ○ 捨土道助

428 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

429 ○ ○ 応永　乙　巳　五月　廿二日 捨置道助之

ロカ何以故□戸迦是善
j子善女人等己丁丁上
q等隔心恒為救抜諸有
諟ﾌ恒為成就諸有情故
P為不捨諸有情故恒為
?y諸有情故塁諸天等
瀦恃@是由此因縁出来
i護是善男子善女人毒
ﾁ□ロ…里並□

□部分は虫

Hいにより

s明

430 ○ ○ 応永計二年　五月　日 捨置道助

431 ○ ○ 捨置道助之

432 ○ ○ 応永計二年　五月　日 捨置道助

433 ○ ○ 捨置道助之

434 ○ ○ 応永三十二　五月　廿二日 施主道助

435 ○ ○ 応永　十二　五月　日 願主道助

436 ○ ○ 墨道助之

437 ○ ○ 墨道助之

438 ○ ○ 応永計二　五月　日 施主道助
｝439

○ ○
応永三十二年　五月　念　二

檀那道助

440 ○ ○ 応永計二　五月　日 施入道助之

441 ○ ○ 応永計二　五月　日 施主道助

442 ○ ○ 応永計二　五月　日 施主道助

443 ○ ○ 応永計二　五月　日 施主道助

444 ○ ○ 施入道助之

445 ○ ○ 応永計二　五月　日 施入道助

446 ○ ○ 応永計二　五月　日 捨主道助
147 ○ ○ 捨筆道助

448 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨主道助
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449 ○ ○ 高島道助

450 ○ ○ 写真道助之

451 ○ ○ 干時応永　乙巳　五月　日 歯入道助之
右伏鳥因子弓勢信心大
芬蜊恪ｪ回泰山国有域
^大海曝者也

452 ○ ○ 捨主道助

453 ○ ○ 応永計二　五月　日 施主道助

454 ○ ○ 施主道助

455 ○ ○ 応永舟二　五月　日 捨主道助

456 ○ ○ 応永州‘二　天　五月　日 檀那道助

457 ○ ○ ○ 応永三十二　五月半日 道助

袋二光林寺門徒釈迦堂
g積寺拝志郷上恩寺也
ｽモ真言家ハ光林寺門

458 ○ ○ 施主道助

459 ○ ○ 応永　乙巳　五月　日 檀那道助
右伏願依此威力信心大
{主息災延命吉祥如意

ﾒ也
460 ○ ○ 応永三十二年　五月　日 施入道助之

461 ○ ○ 施入道助

462 ○ ○ 応永計二　五月　日 捨土道助

463 ○ ○ 応永三十二　五月　日 論意道助

464 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

465 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

466 ○ ○ 捨置道助

467 ○ ○ 応永三十二年　五月　日 施入道助之

468 ○ ○ 応永計二　五月　日 施主道助

469 ○ ○ 応永計二年　五月　日 捨置道助

470 ○ ○ 応永三十二　天　五月　日 施主道助

471 ○ ○ 応永三十二　五月　日 道助

472 ○ ○ 応永計二　五月　日 捨主道助

473 ○ ○ 施主道助

474 ○ ○ 願主道助

475 ○ ○ 応永　乙巳　五月　廿二日 檀那道助

476 ○ ○ 応永計二　五月　日 施主道助

477 ○ ○
応永三十二　乙巳　五月　廿
�

施入道助之
現世安穏　後世善庭
q孫長久　家内泰平

478 ○ ○ 応永揖二　天　五月　日 道助

479 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

480 ○ ○ 応永三十二年　五月　日 施入道助之
身請般若亭亭十六大善

_王
481 ○ ○ 応永三十二五月　日 道助
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482 ○ ○ 応永　乙巳　五月　廿二日 捨主道助

483 ×

484 ×

485 ○ ○ 施主道助

486 ○ ○ 三主道助
皿487

○ ○ 応永　上巳　五月　日 捨置道助之

488 ○ ○ 亭主道助之

489 ○ ○ 応永三十二　五月　廿二日 捨置道助之
右志者為信心施主現当
�｢福寿長久衆人愛敬
T至法界平等利益丁丁

490 ○ ○ 応永計二年　五月　日 道助

491 ○ ○
応永三十二　上巳　五月　念
�

檀那道助
丁丁趣丁丁現世安穏後
ｶ善虞乃至法界群生同
~規智者也

492 ○ ○ 施主道助

493 ○ ○
応永三十二年五月廿一日　校
ｹ 檀那道助

494 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨主道助

495 ○ ○ 樽入道助

496 ○ ○ 施主道助

互97 ○ ×

498 ○ ○ 応永計二年　五月　日 捨主道助

499 ○ ○ 応永　乙巳　五月　廿二日 丁丁道助
此経者檀那之子孫世々
ﾂ丁丁丁丁挙措不存有

i也

　
5
0
0

○ ○ 応永冊二年　五月 捨主道助
此丁丁檀那之子孫世世
ﾂ為領主故挙措不存有

i也
501 ○ ○ 応永三十二　五月　日 檀那道助

502 ○ ○ 応永三十二年　五月　日 施主道助

503 ○ ○ 応永三十二　五月　日 願主道助

504 ○ ○ 応永三十二　五月　日 願主道助

505 ○ ○ 応永三十二　五月　日 大施主道助

506 ○ ×

507 ○ ○ 応永三十二　五月　日 願主道助
『508

○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

509 ○ ○ 応永三十二　五月　日 願主道助
此経者檀那之子孫世世
ﾂ為領主故挙措不存有

i也

5！0 ○ ○ 応永三十二　五月　日 願主道助
此丁丁檀那之子孫世世
ﾂ為領主故挙措不亭亭

i也
5
U
一

○ ×

5！2 ○ ×
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513 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施入道助

514 ×

5！5 ×

516 ○ 0 樽入道助

517 ○ ○ 道助

518 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨置道助之

519 ○ ×

520 0 ○ 施主道助

521 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨置道助

522 ○ ○ 応永　乙巳　五月　日 哀求道助

523 ○ ○ 応永計二　五月　日 施入道助之

524 ○ ○ 応永三十二　五月　日 道助

525 ○ ×

526 ○ ○ 捨主道助

527 ○ ○ 捨置道助

528 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助 上報四恩　下資三有

529 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨主道助

530 ○ ○ 応永三十二　五月　日 道助

右意趣者為　皇帝萬福
@衆民無災　施主安寧
@本竜比丘衆　二輪常
范ﾊ

531 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

532 ○ ○ 応永三十二　五月　日 願主道助

533 ○ ○ ○ 施主道助
護持院法務法印照俊法
ｬ弟分五十九人有之畢

534 ○ ○ 願主道助

535 ○ ○ 応永三十二　五月　日 願主道助

536 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

537 ○ ○ 応永三十二　五月　日 願主道助

538 ○ ○ 願主道助

539 ○ ○ 施主道助

540 ○ ○ 応永三十二年　五月　日 施主道助

541 ○ ○ ○ 応永三十二　天　五月　念二 捨主道助

右意趣者為　皇風永治
ﾅ日増輝　本二二衆
�ﾖ常韓　所求満足
?揄@門徒風早之言言
矧�㍽u之郡朝倉之郡
ｽ茂真言宗衣ヲかけ候
ﾒ護持院之門徒也道前
V居田も護持院門徒也

542 ○ ○ 応永三十二五月　日 施主道助

543 ○ ○ 応永計二　五月　日 立入道助之

544 ○ ○ 応永計二　五月　日 道助
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545 ○ ○ 応永光二　五月　日 道助

546 ○ ○ 応永計二　五月　日 施主道助

547 ○ ○ 応永計二　五月　日 願主道助

548 ○ ○ 応永三十二　五月　日 願主道助

549 ○ ○ 応永参拾二　五月　日 願主道助

550 ○ ○ 応永三十二　五月　日 願主道助

551 ○ ○ 施主道助

552 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨置道助

553 ○ ○ 捨置道助

554 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施入道助

555 ○ ○ 捨置道助

556 ○ ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

護持院遍照院両院本末
o入有元和九年ヨリ出
?L之子時寛十二年
ｳ　亥　十一月二日於
ｼ山松平隠岐異様於御
O相済護持院理運斥候
ﾗ末代畢

557 ○ ○ 応永三十二　五月　日 檀那道助

558 ○ ○ 今入道助之

559 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

560 ○ ○ 施主道助

561 ○ ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

今度慶長拾九年二源平
m取合候其時ノハ大坂
jテヒテヨリ主こて候
訣聡ｫ軍駆除中膜キニ
e又ヒテヨリノ勢廿六
怎Lニテ取合即時ニヒ
eヨリ御マケ候元和元
N迄セメラレ候

562 ○ ○ 応永三十二　五月　日 拝島道助

563 ○ ○ 応永　乙巳　五月　日 捨置道助

564 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨主道助

565 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨置道助

566 ○ ○ 施主道助

巻末に「七

¥歳亥歳偽
�ｽ長子」

ﾌ貼紙
567 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨子道助

568 ○ ○ 応永三十二　五月　日 聖主道助

569 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨置道助

570 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨置道助

571 ○ ○ 施主道助

572 ○ ○ 施主道助

573 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助
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　　　　一

�@考

’574
○ × 〔

一
575 ○ ×

576 ○ ○ 応永　乙巳　五月　日 願主道助　　　　　　，

577 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助　1

578 ×
「

579 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

580 ○ ○ 施主道助

581 ○ ○ 応永三十二　五月　日 檀那道助
一

581 ○ × ○ 相知レ壬申候

582 ○ ×

583 ○ ○ 応永　乙巳　五月　日 施主道助

584 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施入道助

585 ○ ○ 捨置道助

586 ○ ○ 捨主道助之

587 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨主道助

588 ○ ○ 応永三十二　五月　日 捨置道助

589 ○ ○ 応永三十二　五月　日 無主道助

590 ○ ○ 応永　乙巳　五月　念　二日 檀那道助

591 0 ○ 施主道助

592 ○ ○ 応永三十二　五月　日 願主道助

593 ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

594 ○ ○ 応永三十二　五月　日 願主道助

595 ○ ○ 応永三十二　五月　日 願主道助

596 ○ ○ 願主道助
一

597 ○ ○ ○ 応永三十二　五月半日 施主道助
光林寺門徒朝倉郷拝志
c高市郷士目無背十分
ﾂ為者也

598 ○ ○ 施主道助

599 ○ ○ ○ 応永三十二　五月　日 施主道助

此経者檀那之子孫世世
ﾂ為領主故挙措不存有

i也
ｳ和八年より出入三門
k二御座候寛永五年マ
e於丁丁丁丁済申候朝
q郷亭亭郷護持院光林
對V門徒二相遣シ候

一

600 ○ ×
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